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町
村
合
併
に
伴
い
三
月
六
日
に
揖
斐
川
町
議
会
議
員
選
挙
と

同
時
に
行
わ
れ
た
、
揖
斐
川
町
長
選
挙
で
当
選
し
た
宗
宮
孝
生

町
長
が
揖
斐
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

各
方
面
の
方
々
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
を

通
じ
ま
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
ふ

れ
あ
い
、
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

な
か
で
、
改
め
て
皆
さ
ま
方
の
町
政
に
対

す
る
期
待
の
大
き
さ
と
町
長
の
責
務
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
・
揖
斐
川
町
は
、
揖
斐
川
町
、
谷
汲

村
、
春
日
村
、
久
瀬
村
、
藤
橋
村
、
坂
内

村
の
六
町
村
が
対
等
合
併
し
て
誕
生
し
た

人
口
約
二
万
七
千
人
、
総
面
積
八
〇
三
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
大
な
ま
ち
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、
こ
の
町
村
合
併
の
協
議
に
、

旧
揖
斐
川
町
長
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
合
併
協
議
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て
、
新

町
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
た
「
自
然
と
歴

史
が
育
む
　
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健

康
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
通
じ
ま
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
抱

か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
合
併
に
対
す
る
漠

然
と
し
た
不
安
や
懸
念
を
払
拭
し
、
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
元
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
教
育
、
文
化
、
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
と
く
に
優
先
す

べ
き
は
低
迷
す
る
地
域
の
活
性
化
で
あ
り

ま
す
。
改
め
て
新
町
全
体
を
見
回
し
て
み

ま
す
と
西
は
滋
賀
県
へ
抜
け
る
八
草
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
し
、
北
は
福
井
県
へ
抜
け
る

冠
山
ト
ン
ネ
ル
が
早
期
着
工
に
向
け
て
動

き
を
加
速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
近
い
将
来
、

こ
の
揖
斐
の
地
は
、
岐
阜
県
の
近
畿
圏
、

北
陸
圏
へ
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
、
人

や
物
が
行
き
交
う
交
流
の
盛
ん
な
地
域
に

変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新

町
の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
な
ど
の
既

存
の
地
域
資
源
と
、
日
本
一
の
徳
山
ダ
ム

な
ど
新
し
い
観
光
資
源
を
西
美
濃
夢
回
廊

な
ど
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口

の
一
層
の
増
加
を
促
し
、
観
光
交
流
産
業

の
振
興
を
図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
米
、
麦
、
大
豆
を
は
じ
め
薬
草
や

茶
、
自
然
食
品
な
ど
の
特
産
物
や
、
い
び

が
わ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
健
康
に
関
す
る
資

源
や
文
化
も
豊
富
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
地
域
資
源
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
組
み
合

わ
せ
、
魅
力
を
高
め
て
提
供
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
資
源
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、

既
存
産
業
の
振
興
と
健
康
産
業
の
振
興
、

企
業
の
誘
導
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
を
図
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
経
済
活
性
化
の
基
盤
整

　
三
月
七
日
に
宗
宮
孝
生
町
長
が
初
登
庁

さ
れ
、
正
面
玄
関
前
で
は
多
く
の
職
員
が

出
迎
え
、
新
町
長
は
花
束
で
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。

町
長
訓
辞

　
三
月
七
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、
本

庁
、
振
興
事
務
所
な
ど
の
職
員
に
向
け
訓

辞
が
あ
り
ま
し
た

　
職
員
一
人
一
人
が
、
言
動
や
行
動
に
責

任
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
、
縦
の
つ

な
が
り
だ
け
で
な
く
横
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
て
よ
り
一
層
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
え
る
よ
う
に
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

樋
口
町
長
職
務
執
行
者

離
任
式

　
三
月
六
日
の
揖
斐
川
町
長
選
挙
に
伴
い
、

新
・
揖
斐
川
町
誕
生
か
ら
町
長
職
務
執
行

者
を
務
め
て
き
た
樋
口
直
嗣
さ
ん
が
三
月

六
日
の
任
期
を
前
に
離
任
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

 

「
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
て
三
十
五
日

間
の
任
期
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
「
揖
斐
川
町
」
の
行
方

は
職
員
の
皆
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

事
務
業
務
は
十
分
慎
重
に
行
い
、
役
場
が

行
う
事
業
は
町
民
の
貴
重
な
税
金
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
、
職
員

か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
、
職
員
の
暖
か
い
拍

手
の
な
か
、
会
場
の
中
央
公
民
館
を
後
に

さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
職
務
執
行
者
　
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

宗
宮
孝
生
町
長 

抱
負
を
語
る

宗
宮
孝
生
町
長 

抱
負
を
語
る

宗
宮
町
長
初
登
庁

備
と
し
て
、
新
町
に
お
い
て
は
、
三
つ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
地
域
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
す
。
新
町
全

体
に
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
り
ま
す
。
新
町
で
は
、
日
常
生
活

に
お
い
て
も
産
業
基
盤
と
し
て
も
、
道
路

整
備
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
般

国
道
３
０
３
号
線
、
４
１
７
号
線
を
は
じ

め
、
主
要
地
方
道
で
あ
る
山
東
本
巣
線
、

春
日
揖
斐
川
線
や
一
般
県
道
、
町
道
、
大

規
模
林
道
な
ど
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
三
つ
目
は
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
高
校
生

な
ど
交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
地
域
に
最
低

限
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
近
鉄
揖
斐

線
と
樽
見
鉄
道
の
利
便
性
向
上
と
利
用
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
地
域
の

拠
点
除
外
に
よ
り
住
宅
建
築
を
促
し
、
定

住
化
を
含
め
た
近
鉄
揖
斐
駅
、
旧
名
鉄
本

揖
斐
駅
周
辺
の
整
備
や
バ
ス
の
体
系
の
見

直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
に
よ
り
新
町
の
行
政
組
織

も
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
旧
五
村
に

振
興
事
務
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
、
行
財
政
改
革
は
緊
急

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
早
期
に
行

政
改
革
大
綱
を
取
り
ま
と
め
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
と
申
し

ま
す
。
人
と
人
と
が
繋
が
っ
て
地
域
が
つ

く
ら
れ
、
そ
の
地
域
の
広
が
り
が
ま
ち
づ

く
り
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は

広
大
な
面
積
の
新
揖
斐
川
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
を
通
じ
「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」

の
観
点
に
立
ち
返
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

立
場
で
考
え
、
と
も
に
歩
む
姿
勢
で
町
政

を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
新
揖
斐
川
町
が
住
み
よ
い
、
元
気
の
あ

る
ま
ち
と
な
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。
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資
源
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、

既
存
産
業
の
振
興
と
健
康
産
業
の
振
興
、

企
業
の
誘
導
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
を
図
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
経
済
活
性
化
の
基
盤
整

　
三
月
七
日
に
宗
宮
孝
生
町
長
が
初
登
庁

さ
れ
、
正
面
玄
関
前
で
は
多
く
の
職
員
が

出
迎
え
、
新
町
長
は
花
束
で
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。

町
長
訓
辞

　
三
月
七
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、
本

庁
、
振
興
事
務
所
な
ど
の
職
員
に
向
け
訓

辞
が
あ
り
ま
し
た

　
職
員
一
人
一
人
が
、
言
動
や
行
動
に
責

任
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
、
縦
の
つ

な
が
り
だ
け
で
な
く
横
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
て
よ
り
一
層
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
え
る
よ
う
に
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

樋
口
町
長
職
務
執
行
者

離
任
式

　
三
月
六
日
の
揖
斐
川
町
長
選
挙
に
伴
い
、

新
・
揖
斐
川
町
誕
生
か
ら
町
長
職
務
執
行

者
を
務
め
て
き
た
樋
口
直
嗣
さ
ん
が
三
月

六
日
の
任
期
を
前
に
離
任
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

 

「
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
て
三
十
五
日

間
の
任
期
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
「
揖
斐
川
町
」
の
行
方

は
職
員
の
皆
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

事
務
業
務
は
十
分
慎
重
に
行
い
、
役
場
が

行
う
事
業
は
町
民
の
貴
重
な
税
金
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
、
職
員

か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
、
職
員
の
暖
か
い
拍

手
の
な
か
、
会
場
の
中
央
公
民
館
を
後
に

さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
職
務
執
行
者
　
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

宗
宮
孝
生
町
長 

抱
負
を
語
る

宗
宮
孝
生
町
長 

抱
負
を
語
る

宗
宮
町
長
初
登
庁

備
と
し
て
、
新
町
に
お
い
て
は
、
三
つ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
地
域
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
す
。
新
町
全

体
に
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
り
ま
す
。
新
町
で
は
、
日
常
生
活

に
お
い
て
も
産
業
基
盤
と
し
て
も
、
道
路

整
備
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
般

国
道
３
０
３
号
線
、
４
１
７
号
線
を
は
じ

め
、
主
要
地
方
道
で
あ
る
山
東
本
巣
線
、

春
日
揖
斐
川
線
や
一
般
県
道
、
町
道
、
大

規
模
林
道
な
ど
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
三
つ
目
は
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
高
校
生

な
ど
交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
地
域
に
最
低

限
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
近
鉄
揖
斐

線
と
樽
見
鉄
道
の
利
便
性
向
上
と
利
用
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
地
域
の

拠
点
除
外
に
よ
り
住
宅
建
築
を
促
し
、
定

住
化
を
含
め
た
近
鉄
揖
斐
駅
、
旧
名
鉄
本

揖
斐
駅
周
辺
の
整
備
や
バ
ス
の
体
系
の
見

直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
に
よ
り
新
町
の
行
政
組
織

も
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
旧
五
村
に

振
興
事
務
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
、
行
財
政
改
革
は
緊
急

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
早
期
に
行

政
改
革
大
綱
を
取
り
ま
と
め
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
と
申
し

ま
す
。
人
と
人
と
が
繋
が
っ
て
地
域
が
つ

く
ら
れ
、
そ
の
地
域
の
広
が
り
が
ま
ち
づ

く
り
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は

広
大
な
面
積
の
新
揖
斐
川
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
を
通
じ
「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」

の
観
点
に
立
ち
返
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

立
場
で
考
え
、
と
も
に
歩
む
姿
勢
で
町
政

を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
新
揖
斐
川
町
が
住
み
よ
い
、
元
気
の
あ

る
ま
ち
と
な
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。
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町
政
を
担
う
新
議
員

四
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

宗 宮 哲 哉 議員
（揖斐川）

市 田 茂 和 議員
（揖斐川）

高 橋 久 好 議員
（揖斐川）

伊 藤 政 治 議員
（揖斐川）

林 　 幹 夫 議員
（揖斐川）

富 田 千 秋 議員
（揖斐川）

錦 野 悦 朗 議員
（揖斐川）

小 倉 昌 弘 議員
（揖斐川）

森 本 哲 弘 議員
（揖斐川）

坪 井 重 憲 議 員
（揖斐川）

石原潤一郎 議員
（揖斐川）

高 橋 元 之 議員
（谷汲）

所　登喜雄 議員
（谷汲）

平 井 正 光 議員
（谷汲）

山 本 猷 治 議員
（谷汲）

森 本 文 一 議員
（谷汲）

山 口 　 保 議員
（春日）

川 村 　 正 議員
（春日）

野 原 康 義 議員
（春日）

竹 中 敏 明 議員
（久瀬）

高 橋 　 毅 議員
（久瀬）

高 橋 嘉 明 議員
（久瀬）

高 橋 　 卓 議員
（藤橋）

清 水 政 則 議員
（藤橋）

中 井 治 美 議員
（坂内）

山 口 好 文 議員
（坂内）

（
議
席
順
）
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平
成
十
七
年
三
月
十
四
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
定
例
会
に
お
い
て
正
副
議
長
、各
常
任

委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

清水政則議長坪井重憲副議長

町　議　会　の　構　成

町　議　会
議　　長

副 議 長

委 員 長

副委員長

委　　員

委 員 長

副委員長

委　　員

委 員 長

副委員長

委　　員

清　水　政　則

坪　井　重　憲

所　　　登喜雄

林　　　幹　夫

宗　宮　哲　哉

高　橋　久　好

山　口　好　文

高　橋　　　卓

平　井　正　光

川　村　 　正

高　橋　嘉　明

山　本　猷　治

森　本　哲　弘

坪　井　重　憲

錦　野　悦　朗

富　田　千　秋

高　橋　元　之

山　口　　　保

竹　中　敏　明

中　井　治　美

市　田　茂　和

森　本　文　一

高　橋　　　毅

清　水　政　則

野　原　康　義

伊　藤　政　治

小　倉　昌　弘

石　原　潤一郎

総
務
文
教
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
会

委 員 長 市　田　茂　和

副委員長 林　　　幹　夫

所　　　登喜雄

山　本　猷　治委　　員

森　本　哲　弘

森　本　文　一

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長 高　橋　　　卓

副委員長 山　口　　　保

清　水　政　則

所　　　登喜雄

竹　中　敏　明委　員

中　井　治　美

石　原　潤一郎

委 員 長 川　村　　　正

副委員長 林　　　幹　夫

坪　井　重　憲

平　井　正　光

高　橋　元　之委　　員

野　原　康　義

市　田　茂　和

高　橋　嘉　明

特
　
　
別
　
　
委
　
　
員
　
　
会

ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会
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まちの話題まちの話題

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
認
定
農
業
者
表
彰
お
よ
び
全
国
麦
作
共
励
会
受
賞

　
一
月
三
十
一
日
に
全
国
経
営
政
策
推
進
研

究
大
会
に
お
い
て
、（
農
）き
よ
み
ず
営
農
組

合
が
全
国
経
営
基
盤
強
化
委
員
会
会
長
賞
を
、

ま
た
全
国
麦
作
共
励
会
中
央
表
彰
式
に
お
い

て
、
脛
永
の
認
定
農
業
者
　
坪
井
義
和
さ
ん

が
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
、
二
月
十
日
に
き
よ
み
ず
営
農
組
合

の
松
岡
一
組
合
長
、
野
口
武
彦
副
組
合
長
と

坪
井
さ
ん
が
樋
口
町
長
職
務
執
行
者
に
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。
き
よ
み
ず
営
農
組
合
は
効

率
的
な
土
地
利
用
型
農
業
を
目
指
し
、
農
業

の
担
い
手
不
足
解
消
と
農
地
の
有
効
利
用
を

し
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い「
安
全
・
安
心
・

健
康
」
な
米
づ
く
り
、
お
よ
び
地
域
内
の
転

作（
麦
・
大
豆
）の
全
作
業
受
託
し
地
域
の
農

業
を
守
り
、
愛
さ
れ
る
組
合
づ
く
り
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
坪
井
さ
ん
は
三
年
前
に
専
業
農
家
に
転
向

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
将
来
の
農
業
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
し
、
改
善
計
画
を
樹
立
し
て
認

定
農
業
者
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
五
十
回
中
日
造
林
賞
受
賞

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
表
彰
受
賞

このページではみなさまからの情報をお待ちしています。
身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

　
こ
の
ほ
ど
大
和
財
産
区
が
第
五
十
五
回
中

日
造
林
賞
優
良
造
林
地
の
部
で
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
和
財
産
区
は
、
林
業
経
営
そ
の
も
の
が

厳
し
い
中
、
環
境
面
も
配
慮
し
た
複
層
林
施

業
を
行
い
、
地
域
の
模
範
的
な
団
体
と
し
て

認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

きよみず営農組合 松岡組合長　野口副組合長受賞された坪井さん

　
揖
斐
川
町
上
南
方
の
鈴
木
優
子
さ
ん
が
、

（
財
）岐
阜
県
体
育
協
会
か
ら
今
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
昨
年
十
月
二
十
六
日
か

ら
三
十
一
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ロ
リ

ダ
州
プ
ラ
ン
ト
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
第

一
回
世
界
女
子
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
に
参
加
し
た
日
本
チ
ー
ム
の
一
員

に
選
抜
さ
れ
、
シ
ョ
ー
ト
と
し
て
試
合
に

出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
三
位
銅
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
三
月
で
中
京
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

鈴
木
さ
ん
は
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

二
部
リ
ー
グ
の
靜
甲（
株
）に
入
社
さ
れ
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
一
緒
に
一
部
昇
格
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

豊
年
祈
願
祭

勇
壮
な
舞
を
披
露

　
二
月
十
八
日
に
谷
汲
徳
積
地
内
に
お
い
て

岐
阜
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
谷
汲
踊
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
平
家
滅
亡

の
と
き
に
戦
勝
を
祝
っ
て
源
氏
の
武
士
が
舞
っ

た
形
を
残
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
で
は
雨

乞
い
や
豊
年
を
祈
念
し
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
十
人
の
太
鼓
打
ち
が
胸
元
に
吊
る

し
た
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
背
に
負
っ
た

「
シ
ナ
イ
」
を
豪
快
に
揺
さ
ぶ
っ
て
踊
り
、

華
や
か
で
勇
壮
な
こ
の
舞
を
一
目
見
よ
う
と

約
五
千
人
の
観
光
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
三
月
三
日
に
北
方
に
お
住
ま

い
の
岩
間
春
吉
さ
ん
が
、
八
日

に
春
日
美
束
に
お
住
ま
い
の
清

王
二
三
四
さ
ん
が
、
十
日
に
坂

内
川
上
の
今
井
サ
ミ
ノ
さ
ん
が
、

十
一
日
に
房
島
の
富
田
き
み
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
岩
間
さ
ん
の
お
宅
に
は
樋
口

町
長
職
務
執
行
者
が
、
今
井
さ

ん
の
お
宅
に
は
、
井
口
坂
内
振

興
事
務
所
長
が
、
清
王
さ
ん
と

富
田
さ
ん
の
お
宅
に
は
宗
宮
町

長
が
訪
ね
、
長
寿
の
お
祝
い
と
、

報
奨
金
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付

け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

岩間さんおめでとう

清王さんおめでとう

今井さんおめでとう

富田さんおめでとう

　
三
月
三
日
に
揖
斐
高
等
学
校
体
育
に
お
い
て
野
村
哲
也

さ
ん（
清
水
建
設
社
長
）、高
田
藤
市
さ
ん（
元
県
議
会
議
員
）、

高
橋
正
壽
さ
ん（
元
大
垣
東
高
校
長
）の
３
人
の
揖
斐
高
校

O
B
と
揖
斐
川
中
学
校
、北
和
中
学
校
、揖
斐
高
校
の
生
徒

で「
先
輩
と
語
る
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。O
B
の
方
々

と
三
校
の
生
徒
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
先
輩
か
ら
若
者
へ
の
夢
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
、生

徒
た
ち
は
普
段
学
べ
な
い
人
生
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育「
先
輩
と
語
る
会
」

二
月
十
七
日
に
北
方
神
社
に
お
い
て「
と
り
の
子
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
と
り
の
子
祭
り
」は
江
戸
時
代
中
期

（
約
三
百
年
前
）の
飢
饉
の
と
き
、米
の
飯
を
食
べ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
布
令
が
出
さ
れ
、米
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、卵
の
形
に
似
た
お
に
ぎ
り
を
作
り「
と
り
の
子
」と
い
っ

て
配
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
で
も
豊

作
や
無
病
息
災
を
祈
る
祭
り
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

前
日
の
十
六
日
に
は
、北
方
地
区
の
約
五
十
名
の
方
が「
と

り
の
子
」の
準
備
を
し
ま
し
た
。今
年
は
約
七
千
個
の「
と
り

の
子
」が
作
ら
れ
、多
く
の
方
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

北
方
神
社
で「
と
り
の
子
祭
り
」

　
三
月
八
日
、か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
薬
草
園
に
お
い
て
、春

日
中
学
校
卒
業
生
十
七
人
が
卒
業
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
、卒
業
記
念
植
樹
は
、郷
土
愛
と
自
然
と
ふ
れ
あ
う

安
ら
ぎ
の
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
元
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、卒
業
生
た
ち
が
三
年
間
の
思
い
出
を
こ
め
、力

を
合
わ
せ
て
ミ
カ
ン
科
の
し
し
ゆ
ず
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
も
、記
念
樹
と
共
に
成
長
し
、春
日
に
誇
り
と

愛
情
を
持
ち
、社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
の
思
い
出
を
記
念
樹
に

春
日
中
学
校
卒
業
記
念
植
樹

大和財産区管理会 林 隆司会長勇壮な「谷汲踊」

とりの子の準備
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まちの話題まちの話題

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
認
定
農
業
者
表
彰
お
よ
び
全
国
麦
作
共
励
会
受
賞

　
一
月
三
十
一
日
に
全
国
経
営
政
策
推
進
研

究
大
会
に
お
い
て
、（
農
）き
よ
み
ず
営
農
組

合
が
全
国
経
営
基
盤
強
化
委
員
会
会
長
賞
を
、

ま
た
全
国
麦
作
共
励
会
中
央
表
彰
式
に
お
い

て
、
脛
永
の
認
定
農
業
者
　
坪
井
義
和
さ
ん

が
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
、
二
月
十
日
に
き
よ
み
ず
営
農
組
合

の
松
岡
一
組
合
長
、
野
口
武
彦
副
組
合
長
と

坪
井
さ
ん
が
樋
口
町
長
職
務
執
行
者
に
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。
き
よ
み
ず
営
農
組
合
は
効

率
的
な
土
地
利
用
型
農
業
を
目
指
し
、
農
業

の
担
い
手
不
足
解
消
と
農
地
の
有
効
利
用
を

し
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い「
安
全
・
安
心
・

健
康
」
な
米
づ
く
り
、
お
よ
び
地
域
内
の
転

作（
麦
・
大
豆
）の
全
作
業
受
託
し
地
域
の
農

業
を
守
り
、
愛
さ
れ
る
組
合
づ
く
り
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
坪
井
さ
ん
は
三
年
前
に
専
業
農
家
に
転
向

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
将
来
の
農
業
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
し
、
改
善
計
画
を
樹
立
し
て
認

定
農
業
者
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
五
十
回
中
日
造
林
賞
受
賞

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
表
彰
受
賞

このページではみなさまからの情報をお待ちしています。
身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

　
こ
の
ほ
ど
大
和
財
産
区
が
第
五
十
五
回
中

日
造
林
賞
優
良
造
林
地
の
部
で
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
和
財
産
区
は
、
林
業
経
営
そ
の
も
の
が

厳
し
い
中
、
環
境
面
も
配
慮
し
た
複
層
林
施

業
を
行
い
、
地
域
の
模
範
的
な
団
体
と
し
て

認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

きよみず営農組合 松岡組合長　野口副組合長受賞された坪井さん

　
揖
斐
川
町
上
南
方
の
鈴
木
優
子
さ
ん
が
、

（
財
）岐
阜
県
体
育
協
会
か
ら
今
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
昨
年
十
月
二
十
六
日
か

ら
三
十
一
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ロ
リ

ダ
州
プ
ラ
ン
ト
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
第

一
回
世
界
女
子
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
に
参
加
し
た
日
本
チ
ー
ム
の
一
員

に
選
抜
さ
れ
、
シ
ョ
ー
ト
と
し
て
試
合
に

出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
三
位
銅
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
三
月
で
中
京
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

鈴
木
さ
ん
は
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

二
部
リ
ー
グ
の
靜
甲（
株
）に
入
社
さ
れ
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
一
緒
に
一
部
昇
格
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

豊
年
祈
願
祭

勇
壮
な
舞
を
披
露

　
二
月
十
八
日
に
谷
汲
徳
積
地
内
に
お
い
て

岐
阜
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
谷
汲
踊
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
平
家
滅
亡

の
と
き
に
戦
勝
を
祝
っ
て
源
氏
の
武
士
が
舞
っ

た
形
を
残
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
で
は
雨

乞
い
や
豊
年
を
祈
念
し
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
十
人
の
太
鼓
打
ち
が
胸
元
に
吊
る

し
た
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
背
に
負
っ
た

「
シ
ナ
イ
」
を
豪
快
に
揺
さ
ぶ
っ
て
踊
り
、

華
や
か
で
勇
壮
な
こ
の
舞
を
一
目
見
よ
う
と

約
五
千
人
の
観
光
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
三
月
三
日
に
北
方
に
お
住
ま

い
の
岩
間
春
吉
さ
ん
が
、
八
日

に
春
日
美
束
に
お
住
ま
い
の
清

王
二
三
四
さ
ん
が
、
十
日
に
坂

内
川
上
の
今
井
サ
ミ
ノ
さ
ん
が
、

十
一
日
に
房
島
の
富
田
き
み
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
岩
間
さ
ん
の
お
宅
に
は
樋
口

町
長
職
務
執
行
者
が
、
今
井
さ

ん
の
お
宅
に
は
、
井
口
坂
内
振

興
事
務
所
長
が
、
清
王
さ
ん
と

富
田
さ
ん
の
お
宅
に
は
宗
宮
町

長
が
訪
ね
、
長
寿
の
お
祝
い
と
、

報
奨
金
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付

け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

岩間さんおめでとう

清王さんおめでとう

今井さんおめでとう

富田さんおめでとう

　
三
月
三
日
に
揖
斐
高
等
学
校
体
育
に
お
い
て
野
村
哲
也

さ
ん（
清
水
建
設
社
長
）、高
田
藤
市
さ
ん（
元
県
議
会
議
員
）、

高
橋
正
壽
さ
ん（
元
大
垣
東
高
校
長
）の
３
人
の
揖
斐
高
校

O
B
と
揖
斐
川
中
学
校
、北
和
中
学
校
、揖
斐
高
校
の
生
徒

で「
先
輩
と
語
る
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。O
B
の
方
々

と
三
校
の
生
徒
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
先
輩
か
ら
若
者
へ
の
夢
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
、生

徒
た
ち
は
普
段
学
べ
な
い
人
生
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育「
先
輩
と
語
る
会
」

二
月
十
七
日
に
北
方
神
社
に
お
い
て「
と
り
の
子
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
と
り
の
子
祭
り
」は
江
戸
時
代
中
期

（
約
三
百
年
前
）の
飢
饉
の
と
き
、米
の
飯
を
食
べ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
布
令
が
出
さ
れ
、米
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、卵
の
形
に
似
た
お
に
ぎ
り
を
作
り「
と
り
の
子
」と
い
っ

て
配
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
で
も
豊

作
や
無
病
息
災
を
祈
る
祭
り
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

前
日
の
十
六
日
に
は
、北
方
地
区
の
約
五
十
名
の
方
が「
と

り
の
子
」の
準
備
を
し
ま
し
た
。今
年
は
約
七
千
個
の「
と
り

の
子
」が
作
ら
れ
、多
く
の
方
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

北
方
神
社
で「
と
り
の
子
祭
り
」

　
三
月
八
日
、か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
薬
草
園
に
お
い
て
、春

日
中
学
校
卒
業
生
十
七
人
が
卒
業
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
、卒
業
記
念
植
樹
は
、郷
土
愛
と
自
然
と
ふ
れ
あ
う

安
ら
ぎ
の
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
元
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、卒
業
生
た
ち
が
三
年
間
の
思
い
出
を
こ
め
、力

を
合
わ
せ
て
ミ
カ
ン
科
の
し
し
ゆ
ず
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
も
、記
念
樹
と
共
に
成
長
し
、春
日
に
誇
り
と

愛
情
を
持
ち
、社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
の
思
い
出
を
記
念
樹
に

春
日
中
学
校
卒
業
記
念
植
樹

大和財産区管理会 林 隆司会長勇壮な「谷汲踊」

とりの子の準備
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 ◆１部　10km 一般男子（高校生以上）の部
 １位　高田　清隆（黒　田）37分09秒
 ２位　竹中　秀信（池田町）38分57秒
 ３位　前田　吉弘（岐阜市）39分07秒
 ４位　中川　敏彦（岐阜市）39分36秒
 ５位　澤田　道典（一宮市）40分34秒
 ６位　駒月　信行（瑞穂市）41分04秒
 ７位　柴田　好晴（大野町）41分15秒
 ８位　広瀬　法昭（外津汲）41分34秒
 ９位　中村　　斉（池田町）41分41秒
10位　松田　芳美（池田町）42分40秒

◆２部　10km 一般女子（高校生以上）の部
１位　杉岡　　泉（池田町）40分54秒
２位　松田　紀子（池田町）48分11秒
３位　竹中　明美（新　宮）52分31秒
４位　河瀬　洋子（北　方）55分22秒
５位　四井　重子（小　島）56分37秒
６位　仲井　智子（大　和）56分43秒

 ◆３部　３km 一般男子（中学生以上）の部
 １位　於久田雄紀（大垣市）  8分59秒
 ２位　鈴木　　開（垂井町）  9分22秒
 ３位　浅野　　直（大垣市）  9分28秒
 ４位　林　　翔吾（北　方）10分05秒
 ５位　林　　慶祐（三　輪）10分10秒
 ６位　田中　　翔（脛　永）10分14秒
 ７位　山本裕太郎（三　倉）10分24秒
 ８位　末永　徳夫（上南方）10分31秒
 ９位　水野　弘規（上　野）10分33秒
10位　渡辺　康平（大野町）10分35秒

 ◆４部　３km 一般女子（中学生以上）の部
 １位　安田　祥乃（大垣市）10分35秒
 ２位　松井　　芳（谷汲長瀬）11分22秒
 ３位　小寺　紗織（東津汲）12分25秒
 ４位　角　美沙希（大野町）12分28秒
 ５位　林　　香織（上南方）12分29秒
 ６位　武田　美希（大野町）12分33秒
 ７位　加地　礼佳（若　松）12分46秒
 ８位　高橋　由愛（福　島）12分47秒
 ９位　林　　愛恵（北　方）12分51秒
10位　松井　香奈（新　宮）13分03秒

 ◆５部　３km 小学生男子の部
 １位　於久田達希（大垣市）10分14秒
 ２位　豊田　　海（大垣市）10分36秒
 ３位　市川美勇士（大野町）11分03秒
 ４位　高橋　昴希（脛　永）11分11秒
 ５位　小谷　昌史（北　方）11分19秒
 ６位　渡辺　崇人（房　島）11分26秒
 ７位　所　　大貴（房　島）11分37秒
 ８位　高木　凌介（谷汲名礼）11分41秒
 ９位　豊田　　岳（大垣市）11分44秒
10位　日下部洸基（上南方）11分54秒

 ◆６部　３km 一般女子小学生の部
 １位　高田　宏枝（垂井町）12分41秒
 ２位　室　　咲帆（三　輪）13分46秒
 ３位　高田　実希（三　輪）14分22秒
 ４位　山本　裕加（三　輪）14分23秒
 ５位　梅村　早紀（市　場）14分31秒
 ６位　高田　梨衣（三　輪）15分00秒
 ７位　杉岡　　栞（池田町）15分17秒
 ８位　今井　佑佳（外津汲）15分18秒
 ９位　細野　沙織（小　島）15分57秒
10位　林　　悠伊（和　田）16分29秒

　第18回IBIGAWAフリーマラ
ソンが２月20日（日）に開催され
ました。時折小雨の降る肌寒い
天候にも関わらず約600人の参
加者は元気に一人のリタイアも
無く走りきりました。
　老若男女が同じゴールに向
かって走る姿は非常に頼もしい
ものです。
　なお、各部門の入賞者は左記
のとおりです。



予防接種スケジュール
持 ち 物：母子健康手帳、予防接種のしおり（問診票を記入して持ってきてください）
接種方法：「予防接種と子どもの健康」にてご確認ください

揖斐川保健センター（(23-1511）
種　別 実施日および場所 時　　間

ポリオ 5月 9日、26日、31日
10月5日、11日、20日

揖斐川
保健センター

受付
午後1：30～2：30

ＢＣＧ 乳児健診で実施します 〃

麻しん
（はしか）

要電話
予　約

６
月
を
除
く

揖 斐 厚 生 病 院
（小　児　科）

☎21-1111
月曜日
午後3：00～3：30

小 林 医 院 ☎23-1531

月曜日～金曜日
午前診療時間内

２
月
を
除
く

神 田 外 科 医 院 ☎22-0230

野 原 ク リ ニ ッ ク ☎22-0348

いびレディースクリニック ☎23-0050

の だ 医 院 ☎22-3939 月～金曜日午前8：00～11：30

7・8・2月を除く 笠原内科 ☎22-4666 月曜日～金曜日
午前診療時間内6・1・2月を除く 竹中医院 ☎22-5656

風しん

要電話
予　約

６
月
中

揖 斐 厚 生 病 院
（小　児　科）

☎21-1111
月曜日
午後3：00～3：30

小 林 医 院 ☎23-1531

月曜日～金曜日
午前診療時間内

＊医院により異な
りますのでご確
認ください

竹 中 医 院 ☎22-5656

は っ と り 整 形 外 科 ☎23-1991

２　

月　

中

いびレディースクリニック ☎23-0050

笠 原 内 科 ☎22-4666

神 田 外 科 医 院 ☎22-0230

野 原 ク リ ニ ッ ク ☎22-0348

の だ 医 院 ☎22-3939 月～金曜日午前8：00～11：30

三 種

混 合

４月 ５日（火）
５月10日（火）
 ６月 ８日（水）
 ７月12日（火）
 ８月10日（水）
 ９月 ７日（水）
10月12日（水）
11月15日（火）
12月14日（水）
 １月17日（火）
 ２月15日（水）
 ３月15日（火）

揖斐川
保健センター

〈受付〉
午後1：30～2：30

日 本

脳 炎

6月  7日（火） 大和・脛永

揖斐川
保健センター

〈受付〉
午後1：30～2：30

6月14日（火） 清水・小島

6月21日（火） 大和・脛永

6月28日（火） 清水・小島

7月  6日（水） 揖斐・北方

7月13日（水） 予備日

7月20日（水） 揖斐・北方

7月27日（水） 予備日

久瀬振興事務所 住民福祉課（(54-2111）
種　別 実施日時および場所

ポ リ オ  5 月18日（水）、10月 5日（水）

久瀬診療所
☎ 54-2040
午後1：30～2：00

Ｂ Ｃ Ｇ 乳児健診で実施します

麻 し ん  4 月 6日（水）、7月13日（水）、
10月12日（水）、1月11日（水）

風 し ん  9 月 7日（水）、3月 8日（水）

三種混合

4月13日、5月11日、6月8日、7月20日、
8月10日、9月14日、10月19日、
11月16日、12月14日、1月18日、
2月15日、3月15日　（すべて水曜日）

日本脳炎  6 月 1日（水）、6月22日（水）
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谷汲保健センター（(56-3036）
種　別 実施日および場所 時　　間

ポ リ オ 5月17日（火）
10月 6日（木）

谷汲保健センター
受付
午後2：00～2：30

Ｂ Ｃ Ｇ 乳児健診で実施 谷汲保健センター

麻 し ん
風 し ん

7，8月を除く
（個別接種）

谷汲中央診療所
診療時間内
　要電話予約
 ☎ 56-3133

三種混合

11月15日（火）

谷汲保健センター
受付
午後2：00～2：30

12月15日（木）

1月19日（木）

2月16日（木）

11月 9 日（水）
長瀬診療所

受付
午前9：40～10：0012月 7 日（水）

1月11日（水）
長瀬診療所

受付
午後2：30～2：502月22日（水）

日本脳炎

6月 9 日（水）
6月23日（水）

谷汲保健センター
受付
午後2：00～2：30

5月25日（水）
6月15日（木）
6月29日（木）

長瀬診療所
受付
午後2：30～2：50

春日保健センター（(58-0007）
＊すべて電話予約が必要です（☎58-0011）
種　別 実施日および場所 時　間

ポ リ オ 5月10日（火）10月4日（火）

春日診療所
☎58-0011
（要予約）

受付
午前11：00
     ～11：30

麻しん 風しん ＢＣＧ 一年中
（個別接種）

三種混合

4月 7 日（木）
5月 9 日（月）
6月 6 日（月）
7月 4 日（月）
9月 8 日（木）
10月 6 日（木）
11月 7 日（月）
12月 5 日（月）
1月 6 日（金）
2月 2 日（木）
3月 2 日（木）

日本脳炎

5月12日（木）
6月 2 日（木）
6月23日（木）
7月11日（月）

坂内振興事務所 住民福祉課（(53-2111）
＊すべて電話予約が必要です
種　別 実施日時および場所

麻 し ん 　8月 1 日（月） 坂内国保診療所
☎ 53-2107
午後3：00～4：00
（要予約）

風 し ん 　4月18日（月）、  9 月 5 日（月）

三種混合 　4月18日（月）、11月14日（月）

日本脳炎 　6月27日（月）、  7 月25日（月）

藤橋振興事務所 住民福祉課（(52-2111）
麻しん 風しん
三種混合

1年中（個別接種・要予約）
藤橋国保診療所
（☎ 52-2100）

日本脳炎 5月17日（火）、6月7日（火）藤橋国保診療所 午前11：00
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妊　婦　教　室
実　施　日 内　　容 場所・時間

①
 4月22日　 6 月24日
 8 月24日　10月26日
12月19日　 2 月24日

妊娠中の食事
調理実習
妊娠中の過ごし方

揖斐川保健センター
午前10：00
　　　～午後2：00

②
 5 月23日　 7 月22日
 9 月20日　11月22日
 1 月27日　 3 月24日

絵本のお話
妊娠中の歯の健康
（ブラッシング）

揖斐川保健センター
午前9：30～11：00

離 乳 食 教 室（個人通知でご案内します）
実　施　日 内　　容 場所・時間

 4月19日　 6 月22日
 8 月23日　10月25日
12月20日　 2 月21日

身体計測
離乳食のお話

揖斐川保健センター
午前9：30～11：30

乳 幼 児 相 談
実　施　日 内　　容 場所・時間

乳児相談　毎月第１水曜日
幼児相談　毎月第３水曜日

身体計測
育児・栄養相談

揖斐川保健センター
午前9：00～11：00

＊案内はありません。くらしのカレンダーでご確認ください。

7，8ヵ月児相談
実　施　日 内　　容 場所・時間

5月24日　 7 月26日
9月27日　11月24日
1月24日　 3 月23日

身体計測
育児・栄養相談

揖斐川保健センター
〈受付〉
午後1：30～2：00

＊案内はありません。くらしのカレンダーでご確認ください。

乳　幼　児　健　診
揖斐川保健センター（(23-1511）

久瀬診療所（振興事務所 住民福祉課(54-2111）

谷汲保健センター（(56-3036）

春日保健センター（(58-0007）

実　施　日 内　　容 場所・時間
 4月14日 　5月12日
 6 月 9 日　 7 月14日
 8 月11日　 9 月 8 日
10月13日　11月10日
12月 8日　 1月12日
 2 月 9 日　 3 月 9 日

問　　診
身体計測
診　　察

育児・離乳食相談
ＢＣＧ予防接種

受付
午後1：15～2：00

乳　児　健　診（個人通知でご案内します）

実　施　日 内　　容 場所・時間

 4月21日 
 6 月23日
 8 月25日
10月27日
12月22日
 2 月23日

H15.  9～10月生
H15．11～12月生
H16.  1～  2月生
H16.  3～  4月生
H16.  5～  6月生
H16.  7～  8月生

身体計測
問　　診
内科診察
歯科診察
育児相談
栄養相談

受付
午後1：30～2：30

１歳６ヵ月児健診（個人通知でご案内します）

実　施　日 内　　容 場所・時間
 5月19日 
 7 月 7 日
 9 月15日
11月17日
 1 月26日
 3 月16日

H14.  2～  3 月生
H14．  4～  5 月生
H14.  6～  7 月生
H14.  8～  9 月生
H14. 10～11月生
H14.12～H15.1月生

身体計測
尿 検 査
内科診察
歯科診察
育児相談
栄養相談

受付
午後1：30～2：30

３ 歳 児 健 診（個人通知でご案内します）

フッ素・サホライド塗布（虫歯予防）
実　施　日 時　　　間 場　　　所

7月28日（木） 午前10：00～11：30
午後  1：00～  2：30 揖斐川保健センター

2月 2 日（木） 午前10：00～11：30
午後  1：00～  2：30 揖斐川保健センター

4月27日（水） 午前10：00～11：30 谷汲保健センター
10月21日（金） 午前10：00～11：00 谷汲保育所
10月24日（月） 午前10：00～11：00 長瀬保育所

6月28日（火）
午前10：00～11：00 春日公民館
午後  1：00～  2：00 春日保健センター

10月 6 日（木）
午前10：00～11：00 春日公民館
午後  1：00～  2：00 春日保健センター

8月29日（月） 午後  1：30～  2：30 久瀬公民館
3月 1 日（水） 午後  1：30～  2：30 久瀬公民館

6月 2 日（木）
午前10：00～12：00 坂内小中学校
午後  1：30～  2：30 藤橋小中学校

11月10日（木）
午前10：00～12：00 坂内小中学校
午後  1：30～  2：30 藤橋小中学校

料金 フッ素　   400円
　　 サホライド1,000円

実　施　日 内　　容 場所・時間
 5月31日
 8 月23日
11月 8日
 2 月14日

身体計測
育児・離乳食相談
ＢＣＧ予防接種

受付
午後1：15～2：15

乳 幼 児 健 診（個人通知でご案内します）

実　施　日 内　　容 場所・時間
 4月18日 　5月16日
 6 月20日　 7 月25日
 8 月15日　 9 月26日
10月17日　11月21日
12月19日　 1 月16日
 2 月20日　 3 月20日

身体計測　診 察
育児・離乳食相談

受付
午後1：15～2：15

乳　児　健　診（個人通知でご案内します）

コップ、歯ブラシ、歯の健康手帳を持参してく
ださい（お持ちでない方は当日配布します）

実　施　日 内　　容 場所・時間

 4月27日 　6月29日
 8 月31日　10月26日
12月 7 日　 2 月22日

身体計測　診 察
育児・離乳食相談
ＢＣＧ予防接種

受付
午後1：30～2：30

乳　児　健　診（個人通知でご案内します）

１歳６ヵ月児・３歳児健診（個人通知でご案内します）
実 施 日 内　　容 場所・時間

 5月25日
 9 月28日
 1 月25日

身体計測　問診　内科診療　歯科診療
尿検査（３歳のみ）　　育児・栄養相談

受付
午後1：30～2：30

ご案内した日時でご都合の悪いときは、揖斐川保健センター
（☎23-1511）または下記へご連絡ください。
　谷汲保健センター（☎56-3036）
　春日保健センター（☎58-0007）
　久瀬振興事務所 住民福祉課（☎54-2111）
　坂内振興事務所 住民福祉課（☎53-2111）
　藤橋振興事務所 住民福祉課（☎52-2111）
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平成17年度　胃・大腸・前立腺がん検診日程表
揖斐川
月 日 曜日 場　　　所
4月 14日 木 揖斐川保健センター
4月 26日 火 揖斐川保健センター
4月 28日 木 揖斐川保健センター
5月  9 日 月 揖斐川保健センター
5月 24日 火 揖斐川保健センター
5月 31日 火 揖斐川保健センター
6月  8 日 水 揖斐川保健センター
6月 14日 火 揖斐川保健センター
6月 15日 水 脛永公民館
6月 16日 木 揖斐川保健センター
6月 23日 木 脛永公民館
7月  1 日 金 脛永公民館
7月  4 日 月 揖斐川保健センター
7月 12日 火 脛永公民館
7月 13日 水 揖斐川保健センター
7月 21日 木 揖斐川保健センター
7月 25日 月 揖斐川保健センター

月 日 曜日 場　　　所
 8月  8 日 月 揖斐川保健センター
 8月 18日 木 揖斐川保健センター
 8月 30日 火 揖斐川保健センター
 9月  6 日 火 揖斐川保健センター
 9月 26日 月 揖斐川保健センター
10月  6 日 木 揖斐川保健センター
10月 18日 火 揖斐川保健センター
10月 20日 木 揖斐川保健センター
10月 31日 月 揖斐川保健センター
11月  1 日 火 揖斐川保健センター
11月 10日 木 揖斐川保健センター
11月 17日 木 揖斐川保健センター
12月  1 日 木 揖斐川保健センター
12月  8 日 木 揖斐川保健センター

胃・大腸・前立腺がん検診
受付時間　8：30～11：30

谷　汲
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容 場　　　　　所

 5 月 25日 水   8：40～11：00 胃・大腸・前立腺がん検診 谷汲保健センター
10：00～10：30 大腸がん検診 西部分館

 6 月 24日 金   8：40～11：00 胃・大腸・前立腺がん検診 谷汲保健センター
10：00～10：30 大腸がん検診 東部分館

 9 月 29日 木   8：40～11：00 胃・大腸・前立腺がん検診 谷汲保健センター
11月 11日 金   8：40～11：00 胃・大腸・前立腺がん検診 谷汲保健センター

春　日
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容 場　　　　　所
 5 月 19日 木   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 春日保健センター
 6 月  7 日 火   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 春日保健センター
 7月  1 日 金   9：30～10：30 大腸がん検診 春日保健センター・春日公民館
 7月  8 日 金   9：30～10：30 大腸がん検診 春日保健センター・美束コミュニティーセンター
 8 月  2 日 火   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 春日保健センター

久　瀬
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容 場　　　　　所
 6 月 17日 金   8：30～11：00 胃・大腸がん検診 久瀬振興事務所（旧久瀬村役場）
 6 月 21日 火   8：30～11：00 胃・大腸がん検診 久瀬振興事務所（旧久瀬村役場）
 6 月 29日 水   9：30～11：30 大腸がん検診 久瀬各地区会場
 7月 14日 木   8：30～11：00 胃・大腸がん検診 久瀬振興事務所（旧久瀬村役場）
 7月 20日 水   9：30～11：30 大腸がん検診 久瀬各地区会場

坂　内
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容 場　　　　　所
10月  3 日 月   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 健康と創造の館
10月  4 日 火   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 健康と創造の館
10月 13日 木 10：30～11：30 大腸がん検診 健康と創造の館

藤　橋
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容 場　　　　　所
10月  7 日 金   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 藤橋国保診療所
10月 13日 木   9：00～10：00 大腸がん検診 藤橋国保診療所
10月 21日 金   8：30～10：00 胃・大腸がん検診 藤橋国保診療所
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平成17年度　子宮（頚）・乳房がん検診日程表
揖斐厚生病院 健診センター
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 4  月  8 日・15日・22日

すべて
金曜日

13：30～14：30 子宮・乳房検診

 5  月 13日・20日・27日
 6  月  3 日・10日・17日
 7  月 8日・15日・22日･29日
 9  月  2 日・ 9 日・16日
10月  7 日・14日・21日
11月  4 日・18日・25日
12月  2 日・ 9 日・16日
 1  月 13日・20日
 2  月 3 日

谷汲保健センター
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 6  月  8  日 水   9：30～14：00 乳　房　検　診
 6  月 20日 月 13：00～14：00 子　宮　検　診
 8  月 31日 水   9：30～14：00 乳　房　検　診
10月  3  日 月 13：00～14：00 子　宮　検　診
 2  月  8  日 水   9：30～14：00 乳　房　検　診

春日保健センター
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 7  月  5  日 火   9：30～14：00 乳　房　検　診
 7  月 12日 火 16：30～17：30 乳　房　検　診
 9  月  1  日 木 13：00～14：00 子　宮　検　診

久瀬診療所前
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 6  月 15日 水 13：00～13：30 子　宮　検　診

久瀬母子健康センター
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 7  月  6  日 水   9：30～14：00 乳　房　検　診
 8  月  3  日 水   9：30～14：00 乳　房　検　診

健康と創造の館（坂内）
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 4  月 26日 火   9：30～10：30 乳　房　検　診
 5  月 18日 水 13：00～14：00 子　宮　検　診

藤橋国保診療所
月 日 曜日 時　　　間 検　診　内　容
 4  月 26日 火 13：30～14：30 乳　房　検　診
 4  月 28日 木 13：00～14：00 子　宮　検　診

検診料（自己負担） 対　象 検診料（自己負担） 対　象
胃 が ん 検 診 3,675円（800円） 40歳以上 子宮（頚）がん検診 3,150円（700円） 30歳以上女性
大 腸 が ん 検 診 1,575円（300円） 40歳以上 乳 房 が ん 検 診 3,150円（500円） 30歳以上女性
前立腺がん検診 1,890円（400円） 50歳以上男性 乳 房 Ｘ 線 撮 影 1,575円（200円） 50歳以上女性

☆平成16年度に受診された方には、同じ頃にご案内します。



平成17年度　婦人健康診査日程表

平成17年度　骨粗しょう症検診日程表

女性の体はデリケートです。無理なダイエット、ストレス、運動不足…に心当たりはありませんか？
家事に育児に仕事に忙しい18歳～39歳までの女性を対象に、女性の健康づくりを推進します。
若い今こそ、生活習慣を見直す絶好の機会です。年に１度のチェックで、いつまでも健康を保ちましょう。

場　所 月　日 時　間 料　金 対　象 内　　　容

揖斐川保健センター 5/30（月）
9/15（木）

9：00～
　15：00

500円 18歳～39歳
女性

問診、身体計測、血圧測定、尿検
査、肝機能・腎機能・血糖・貧血・
脂質代謝検査、希望者のみ 骨密
度測定（別途500円）谷汲保健センター 6/  8（水）

8/31（水）
9：30～
　14：00

☆平成16年度に受診された方にはご案内します。

場　所 月　日 時　間 料　金 対　象 内　　　容

揖斐川保健センター 6/10（金）
9/28（水）

9：00～
　15：00

500円
40・45・50・55・60・
65歳女性
（平成17年12月31日現在）

上腕のレントゲンを撮り、
骨密度を測定します。　

谷汲保健センター 6/  8（水）
8/31（水）

9：30～
　14：00

☆イベントの骨粗しょう症検診は実施未定です。　☆対象の方には個別でご案内します。

★検診の詳しい内容は町報３月号をご覧ください。
★お申し込み、お問い合わせは 揖斐川保健センター（☎23-1511）または下記まで

谷汲保健センター（☎56-3036）　久瀬振興事務所 住民福祉課（☎54-2111）
春日保健センター（☎58-0007）　坂内振興事務所 住民福祉課（☎53-2111）

藤橋振興事務所 住民福祉課（☎52-2111）

平成17年度 健康広場健康づくり教室・ウエルネスクラブ参加者募集!
【健康づくり教室】　　　　　　　　　　　　　（各期ごとに参加者を募集します。今回は第１期を募集します。）
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教室名 開催予定 曜日・時間 対　　象 参加費 内　　容（変更がある場合あり）

幼 児 体 育 １期：5・6・7・9・10月
２期：11・12・1・2・3月

週１回／木曜日
（各期全15回）
午前10：00～11：00

平成17年4月1日現在
2～3歳児（未就園児）

各期20人
6,000円

様々な運動遊びを体験しながら、幼児
期に伸ばさなければならない調整能力
（神経系）や基礎体力を養います。

幼 児
ミニスポーツ

１期：5・6・7・9・10月
２期：11・12・1・2・3月

週１回／木曜日
（各期全15回）
午後4：15～5：15

平成17年4月1日現在
3（在園児）～5歳児
各期30人

5,500円
幼児期の基礎運動能力や社会性、協調
性を養います。スポーツを通しての集
団ルールを学びます。

レディース
フィットネス

１期：5・6・7月
２期：9・10・11月
３期：1・2・3月

週１回／金曜日
（各期全10回）
午前10：00～11：30

20歳以上60歳未満の
女性（体力に応じて相談可）

各期20人
3,700円

女性だけで楽しむ健康増進プログラ
ム。ダイエット効果の高い有酸素系運
動を主に、楽しく運動をしてシェイプ
アップやストレス解消をしましょう。

ラ ク ラ ク
健康づくり

１期：5・6・7月
２期：9・10・11月
３期：1・2・3月

週１回／木曜日
（各期全10回）
午後1：30～3：00

60歳以上の男女
各期20人

3,700円
65歳以上
2,800円

簡単なストレッチ体操や、軽スポーツ
を組み込んだ健康づくり教室。楽しく
体を動かしましょう。

【ウエルネスクラブ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年間を通して活動）
クラブ名 開催期間 曜日・時間 対　　象 参加費 内　　　容

Jr スポーツ
平成17年5月
　　～平成18年3月
（8月は除く）

週１回／水曜日
（全34回）

午後4：15～5：15

小学１～３年生
（20人）

保険料　500円/年
活動費2,000円/月

各種器具運動やボール競技などをグ
ループにて指導します。社会性や協調
性も集団活動により養います。

バスケット
ボ ー ル

平成17年5月
　　～平成18年3月
（8月は除く）

週１回／木曜日
（全34回）

午後5：30～6：45

小学４～中学生
（20人）

保険料　500円/年
活動費2,000円/月

バスケットボールに必要な個人技術か
らチームプレーまでを基礎から学び、
中上級レベルまで価値教育とともに指
導します。

■申込期間　４月12日（火）～22日（金）　9：00～17：00（先着順、定員になり次第締め切ります）
■申込場所　揖斐川健康広場（お申し込み時に、参加費と印鑑をご持参ください。）
■参 加 費　上記記載の参加費（参加費には保険料、使用料などが含まれています。）また、納めていただいた参加費は原則お返ししません

ので、あらかじめご了承ください。
■注意事項　（1）電話での申込みは受付できませんので、直接健康広場にてお申込みください。また、代理の方の複数の申し込み（兄弟姉

妹は除く）はできません。
　　　　　　（2）教室開催中の事故については、応急処置はしますが、その他の責任は一切負えませんので、事故防止には十分注意してください。
　　　　　　（3）定員に達しない時は開催できない場合があります。
 その他詳細については、健康広場へお問い合わせください。（TEL 21-3100）
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サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
の
サ
ン
サ
ン
は
西
国

三
十
三
霊
場
の
満
願
所
谷
汲
山
華
厳
寺
三

十
三
番
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

天
井
か
ら
降
り
注
ぐ
太
陽
の
「
燦
々
」
も

か
け
て
あ
る
の
か
な
と
思
え
る
明
る
い
雰

囲
気
の
図
書
館
で
す
。

　
学
習
・
自
習
室
は
別
室
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
外
の
自
然
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
学
習
で
き
る
の
も
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
な

ら
で
は
の
環
境
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
般
向
け

源
義
経
　
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ 

学
研

吉
田
初
三
郎
の
パ
ノ
ラ
マ
地
図 

学
研

江
戸
の
料
理
と
食
生
活
　原
田
信
男 

小
学
館

古
写
真
で
み
る
幕
末
小
沢
健
志 

世
界
文
化
社

日
本
の
ミ
イ
ラ
仏
　
松
本
　
昭 

臨
川
書
店

窓
の
そ
と
に
広
が
る
夜
景
を
さ
ら
り
と
描

く
十
五
分
の
裏
技
　山
田
雅
夫 

自
由
国
民
社

散
歩
し
な
が
ら
街
を
さ
ら
り
と
描
く
十
五

分
の
裏
技
　
山
田
雅
夫 

自
由
国
民
社

カ
フ
ェ
に
い
て
ち
ょ
っ
と
向
こ
う
を
さ
ら
り
と
描

く
十
五
分
の
裏
技
　
山
田
雅
夫 

自
由
国
民
社

六
星
占
術
開
運
暦
　細
木
数
子 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

新
・
六
星
占
術
の
魂
生
　
細
木
数
子

 

主
婦
と
生
活
社

景
気
と
は
何
だ
ろ
う
　山
家
悠
紀
夫 

岩
波
書
店

奇
人
と
異
才
の
中
国
史
　井
波
律
子 

岩
波
書
店

悪
に
つ
い
て
　
中
島
義
道 

岩
波
書
店

最
新
世
界
の
葬
祭
事
典 

雄
山
閣
出
版

幼
児
・
児
童
向
け

で
き
る
ぞ
N
G
O
活
動
　石
原
尚
子 

ほ
る
ぷ

ト
ロ
ー
ル
・フ
ェ
ル（
上
下
） 

あ
か
ね
書
房

き
み
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
？ 

徳
間
書
房

し
ま
う
ま
の
さ
ん
ぽ 

福
音
館
書
店

セ
シ
ル
の
魔
法
の
友
達 

福
音
館
書
店

ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン 

福
音
館
書
店

源
義
経
　
今
西
祐
行 

小
峰
書
店

源
義
経
　２
・
３
　
二
階
堂
玲
太 

国
土
社

も
ぐ
も
ぐ
と
ん
ね
る
　し
ら
た
に
ゆ
き 

ア
リ
ス
館

日
本
と
世
界
の
３
６
５
日
な
ん
で
も
大
事
典

　
谷
汲
図
書
館
は
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

内
に
あ
り
平
成
九
年
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
図
書
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
用
パ
ソ
コ
ン
も
完
備
し
、
学
生
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
二
階
は
主
に
一
般
向
け
蔵
書
、
一
階

は
児
童
・
幼
児
向
け
の
書
架
で
す
が
、
特

に
乳
児
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
は
床
暖
房
の
設

備
が
な
さ
れ
、
子
ど
も
づ
れ
の
お
母
さ
ん

方
に
好
評
で
す
。

今
月
の
特
集

谷
汲
図
書
館
の
紹
介

　
現
在
谷
汲
図
書
館
の
蔵
書
数
は
一
般
向

け
図
書
約
二
万
三
千
冊
、
幼
児
・
児
童
向

け
約
一
万
五
千
冊
あ
り
、
モ
ダ
ン
な
円
形

の
部
屋
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
駐
車
場
を
持
つ
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
と
入
り
口

カートを利用して本の選択
をする子どもたち

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
案
内

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

場
所
　
揖
斐
川
町
図
書
館

　
　
　「
お
は
な
し
の
部
屋
」

期
日
　
四
月
二
日（
土
）

＊
お
は
な
し

　
「
だ
め
と
い
わ
れ
て
ひ
っ
こ
む
な
よ
」

＊
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　「
赤
ず
き
ん
」

＊
そ
の
他
　
絵
本
な
ど

次
回
は
坂
内
図
書
館
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
揖
斐
川
町
に
お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
き

ま
す
。

　
お
話
会
の
開
催
と
絵
本
を
満
載
し
た
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
が
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

と
　
き
　
四
月
三
十
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
十
一
時
　
　

と
こ
ろ
　
揖
斐
川
図
書
館
　

内
　
容
　
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学

　
　
　
　
お
は
な
し
会

　
　
　
　
絵
本
作
家
　
高
畠
純
先
生

　
　
　
　
　
絵
本
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

対
象
者

小
学
校
低
学
年

ま
で
の
親
子

五
〇
組
（
子
ど

も
だ
け
で
も
可
）

申
し
込
み
期
間

四
月
一
日
か
ら

定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま

す
。
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先
月
号
に
引
き
続
き
、
新
揖
斐
川
町
誕

生
に
よ
り
、
旧
町
村
の
歴
史
文
化
施
設
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■「
坂
内
民
俗
資
料
館
」
　

　
坂
内
地
区
に
は
元
広
瀬
下
村
の
紙
漉
き

農
家
を
平
成
元
年
十
二
月
に
坂
内
川
上
地

区
へ
移
築
し
た
坂
内
民
俗
資
料
館
が
あ
り

ま
す
。
当
資
料
館
は
一
般
の
陳
列
展
示
と

違
っ
て
、
当
時
の
生
活
場
面
そ
の
ま
ま
に

想
像
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
家
具
や
生

活
用
具
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣

接
す
る
収
蔵
庫
に
は
地
域
の
人
々
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
民
具
が
納
め
ら
れ
山
村
の
生
活

に
つ
い
て
道
具
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
四
月
一
日
〜
十
一
月
三
十

　
　
　
　
　
　
日
ま
で
の
土
、
日
、
祝
日

・
開
館
時
間
　
九
時
〜
十
七
時

・
入
館
料
　
無
料

■「
久
瀬
民
俗
資
料
館
」

　
当
資
料
館
は
、
山
村
の
厳
し
い
自
然
条

件
を
克
服
し
な
が
ら
祖
先
達
が
生
活
を
営

む
な
か
で
、
必
要
に
応
じ
て
生
み
出
さ
れ

使
わ
れ
た
生
活
用
具･

生
産
用
具
を
中
心

に
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
展
示
物
は
農
耕
具
、
お
茶
、
養
蚕
、
漁

具
、
紙
す
き
に
関
す
る
も
の
、
木
地
師
に

関
す
る
も
の
な
ど
こ
の
地
方
特
有
の
民
具

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
久
瀬
地
区
で

は
室
町
期
の
古
い
形
態
を
残
す
能
面
が
四

十
六
面
、
県
の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
当
資
料
館
で
は
四
十
六
面
全
て
を

原
寸
大
の
写
真
で
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
一
月
四
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日

・
開
館
時
間
　
十
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
（
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

〈
電
話 
５
６-

３
２
０
０
〉

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

・
休
館
日
　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
（
そ

の
日
が
土
曜
日
・

日
曜
日
ま
た
は
月

曜
日
に
あ
た
る
と

き
は
火
曜
日
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
入
館
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
円

■「
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
」

　
当
資
料
館
は
ふ
る
さ
と
揖
斐
川
町
へ
の

愛
着
を
深
め
豊
か
な
心
と
文
化
性
を
培
う

資
料
館
づ
く
り
を
合
言
葉
に
、
昭
和
六
十

二
年
に
完
成
し
中
央
ホ
ー
ル
、
歴
史
資
料

展
示
室
、
民
俗
資
料
展
示
室
等
を
中
心
に

揖
斐
川
の
水
運
や
古
墳
出
土
品
、
土
岐
氏
、

稲
葉
氏
、
西
尾
氏
、
岡
田
氏
、
揖
斐
祭
芸

車
、
子
供
歌
舞
伎
資
料
な
ど
町
の
発
展
と

先
人
の
歩
み
が
理
解
で
き
る
資
料
館
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
一
月
四
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日

・
開
館
時
間
　
九
時
〜
十
七
時

・
休
館
日
　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

（
そ
の
日
が
土
曜
日
・
日

曜
日
ま
た
は
月
曜
日
に
あ

た
る
と
き
は
火
曜
日
）

年
末
年
始
、
展
示
の
変
更･

資
料
の
整
理
期
間

■「
谷
汲
郷
土
資
料
館
」　

　
谷
汲
振
興
事
務
所
北
に
隣
接
す
る
当
館

は
、
谷
汲
地
域
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
古
文

書
、
古
民
具
等
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
が
、

施
設
老
朽
化
の
た
め
、
現
在
原
則
と
し
て

一
般
に
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
揖
斐
川
町
教
育

委
員
会
〔
電
話
５
６
―
３
２
０
０
〕
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
２

　
梅
の
花
も
終
わ
り
、
も
う
す
ぐ
桃
の
花

が
満
開
に
な
り
ま
す
。
女
の
子
の
節
句
に

ふ
さ
わ
し
い
季
節
で
す
。
資
料
館
で
は
「
ひ

な
人
形
」
を
展
示
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
地
方
の
も
の
か
ら
遠
く
は
鳥
取
地
方

の
流
し
雛
な
ど
展
示
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

・
期
　
間
　
四
月
五
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
九
日
（
日
）

・
場
　
所
　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
展
示
室

・
入
館
料
　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
　
　
５
０
円

　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
「
揖
斐
川
町
50
年
の
歩
み
展
」

を
開
催
中
で
す
が
、「
揖
斐
川
町
史
追
録

編
」（
１
冊
１，
５
０
０
円
）
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
先
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料

館
（
電
話
２
２
―
５
３
７
３
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

「
ひ
な
人
形
」展
開
催
の
お
知
ら
せ

「
ひ
な
人
形
」展
開
催
の
お
知
ら
せ

「
揖
斐
川
町
史
追
録
編
」の

　
　
　
　
申
し
込
み
に
つ
い
て

「
揖
斐
川
町
史
追
録
編
」の

　
　
　
　
申
し
込
み
に
つ
い
て
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平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
（
月
）、

岐
阜
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成
十

六
年
度
（
社
）
岐
阜
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
　通
常
総
会
」
に
お
い
て
、「
平
成
十

六
年
度
　
優
良
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員

知
事
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町
東
津

汲
の
大
西
政
美
さ
ん
が
、
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日

に
「
岐
阜
県
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
」

と
し
て
任
命
を
受
け
ら
れ
、
以
来
約
五
年

間
、
久
瀬
地
区
の
担
当
指
導
員
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
、
新
揖
斐
川
町
の

指
導
員
と
し
て
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、「
今
後
も
地
域

の
青
少
年
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
。」

と
、
ま
す
ま
す
の
意
欲
を
覗
か
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

坂
内
区
民
ス
キ
ー
大
会

盛
大
に
開
催
！

毎
月
の
教
室
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
！

〜
藤
橋
ち
ぎ
り
絵
教
室
〜

　
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次
の
方
々
で
す
。

Ａ
（
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部
）

　
重
綱
祥
平
君
（
坂
内
小
学
校
二
年
）

Ｂ
（
小
学
校
低
学
年
女
子
の
部
）

　
江
嵜
　
芙
さ
ん
（
坂
内
小
学
校
三
年
）

Ｃ
（
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部
）

　
広
瀬
恭
平
君
（
坂
内
小
学
校
五
年
）

Ｄ
（
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部
）

　
蔵
田
　
遥
さ
ん
（
坂
内
小
学
校
六
年
）

Ｅ
（
中
学
生
男
子
の
部
）

　
山
口
恵
治
君
（
坂
内
中
学
校
二
年
）

Ｆ
（
中
学
生
以
上
女
子
の
部
）

　
田
中
　
京
さ
ん
（
藤
橋
中
学
校
一
年
） 

Ｇ
（
壮
年
の
部
、
四
十
歳
以
上
）

　
澤
崎
哲
也
さ
ん
（
坂
内
川
上
地
区
）

Ｈ
（
青
年
の
部
、
四
十
歳
未
満
）

　
清
水
賢
二
さ
ん
（
坂
内
坂
本
地
区
）

Ｉ
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
）

　
小
森
陽
治
さ
ん
（
坂
内
諸
家
地
区
）

☆
男
子
ベ
ス
ト
ラ
ッ
プ
賞

　
山
口
恵
治
君
　
　
26
秒
68

☆
女
子
ベ
ス
ト
ラ
ッ
プ
賞

　
田
中
　
京
さ
ん
　
29
秒
29

子
ど
も
会
育
成
者
の
役
割

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
こ
と
が
ど
こ
で
で
も
話
題
に
な
る
現
在
、

子
ど
も
会
活
動
は
そ
の
原
点
に
位
置
付
く

重
要
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
研

修
を
生
か
し
て
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
活

動
が
よ
り
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

第
九
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催

　
四
月
二
日
（
土
）
〜
五
日
（
火
）
、
揖
斐

川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
、
揖
斐
川
市

場
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
谷
汲
総
合
運
動
場
、
久

瀬
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
、

「
第
九
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
全

国
各
地
か
ら
二
十
七
校
（
二
十
八
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
「
合
併
記
念
実
業
団
招

待
試
合
」
及
び
「
技
術
講
習
会
」
も
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
で
応
援
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
会
式
　
四
月
二
日（
土
）
十
一
時

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
ク
ラ
ン
ド

《
合
併
記
念
実
業
団
招
待
試
合
》

■
日
時
　
四
月
四
日（
月
）
九
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
デ
ン
ソ
ー
　Vs
　伊
予
銀
行

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

《
技
術
講
習
会
》

■
日
時
　
四
月
四
日（
月
）
十
一
時
三
十
分
〜

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

※
雨
天
時
は
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

　
（
雨
天
時
は
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
す
る
こ
と
）

※
天
候
の
都
合
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　
揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト･

バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
参
加
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
四
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

■
場
　
所
　
岡
島
ヤ
ナ
下
流
の
芝
生
広
場

■
参
加
資
格
　
高
校
生
以
上

■
参
加
費
　
1,
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
　
込
　
四
月
十
二
日
（
火
）
ま
で
に
、

健
康
広
場
ま
た
は
揖
斐
川
中

央
公
民
館
へ
お
申
込
く
だ
さ

い
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト･

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ル
ー

ル
は
ゴ
ル
フ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
羽
の

つ
い
た
ボ
ー
ル
を
、
パ
ラ
ソ
ル
を
逆
さ
に

し
た
よ
う
な
ホ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ク
ラ
ブ

で
思
い
切
り
飛
ば
す
、
手
軽
で
安
全
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、

運
動
不
足
の
方
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
橋
本
孝
市
（
２
２
‐

３
８
０
４
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
　
時
　
四
月
二
・
九
・
十
六
・

　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
・
三
十
日

 
 
 
 
 
午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

4月17日（日）は家庭の日　揖斐川町青少年育成町民会議

平
成
十
六
年
度
　優
良
青
少
年

育
成
推
進
指
導
員
知
事
表
彰

　
二
月
二
十
日
（
日
）、
垂
井
町
文
化
会

館
で
「
平
成
十
六
年
度
西
濃
地
区
子
ど
も

会
育
成
協
議
会
合
同
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
か
ら
も
十
数
名
の

育
成
者
の
代
表
が
参
加
し
、「
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
今
に
お
い
て
、
何
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
の
前
半
で
は
、（
財
）
岐
阜
県
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
上
級
指
導
者
で
あ
り

清
水
小
学
校
教
頭
、
野
崎
英
雄
先
生
の
「
子

ど
も
会
に
お
け
る
育
成
者
の
役
割
」
と
題

し
た
講
演
で
、「
体
験
の
中
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
」
た
め
に
必
要
な
こ
と
の
話

を
具
体
的
に
聞
き
ま
し
た
。
後
半
で
は
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
、「
ハ
ン

ド
ゲ
ー
ム
・
集
団
ゲ
ー
ム
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
・
折
り
紙
」
と
い
う
四
コ
ー
ス
の
実
習

を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
コ
ー

ス
に
お
い
て

も
「
楽
し
く

安
全
な
子
ど

も
会
活
動
」

を
重
視
し
た

活
動
の
仕
組

み
方
を
研
修

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

体
験
教
室「
手
良
子
家
」開
催

　
平
成
十
七

年
二
月
十
九

日
（
土
）
朝

十
時
よ
り
大

和
公
民
館
で

手
良
子
家
の

第
六
回
目
の

教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
会

員
の
三
名
の
方
を
講
師
に
招
き
、
参
加
し

た
親
子
が
手
作
り
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
手
作
り
お
や
つ
二
品
（
バ
ナ
ナ

ケ
ー
キ
・
お
ま
ん
じ
ゅ
う
）
は
一
時
間
く

ら
い
で
出
来
上
が
り
、
親
子
で
楽
し
く
試

食
を
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
『
手
良
子
家
の
閉
校
式
』
が

開
催
さ
れ
、
竹
中
館
長
さ
ん
か
ら
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
に
修
了
の
メ
ダ
ル
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て

い
ま
し
た
。

揖
斐
川
V
Y
S
会
員
募
集
！

　
揖
斐
川
V
Y
S
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ユ
ー

ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
／
有
志
青
年

社
会
奉
仕
家
）
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
高
校
生
中
心
の
団
体
で
、
福
祉
施
設
の

訪
問
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
学
生
V
Y
S
も
募
集
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、

ま
た
活
動
を
通
じ
て
友
達
を
増
や
し
た
い

方
は
、
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
に
て

随
時
入
会
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
・

体
育
施
設
（
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館
・

健
康
広
場
な
ど
）
に
設
置
し
て
あ
る
募
集

チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
の
V
Y
S
担
当
（
5
6
―

3
2
0
0
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
展
申
込
受
付
中
！

　
揖
斐
川
中
央
公
民
館
で
は
、一
階
・
二
階

ロ
ビ
ー
を
利
用
し
、
地
域
で
様
々
な
趣
味
に

励
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
発
表
の
場
と
し
て

「
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の

出
展
申
込
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
利

用

者
　
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
。

■
展
示
期
間
　
搬
入
・
搬
出
を
含
め
て
概

ね
二
週
間
で
す
。

■
展
示
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
ま
で

■
展
示
物
・
展
数
　
額
装
・
軸
装
、
パ
ネ
ル
、

壁
面
に
か
け
ら
れ
る
も
の
、

机
の
上
に
展
示
で
き
る
も
の
。

　
　
　
　
　
※
普
通
の
色
紙
額
な
ら
25
点

ま
で
展
示
可
能
で
す
。

■
費
　
　
用
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用
料
は
無

料
で
す
。
搬
入
・
搬
出
は
各

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
色
紙
額
と
写
真
額
（
ワ
イ
ド
四
つ
）
は
、

中
央
公
民
館
の
備
品
を
使
用
で
き
ま
す
。

借
用
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
申
込
受
付
は
揖
斐
川
中
央
公
民
館
窓
口

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
窓
口
に
て
お

申
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
の
お
申
込

受
付
も
可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐

川
中
央
公
民
館
（
2
2
―
1
1
2
0
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
二
月
二
十
六
日
（
土
）、
揖
斐
高
原
坂

内
ゲ
レ
ン
デ
で
、
坂
内
区
民
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
合

併
後
の
坂
内
公
民
館
初
め
て
の
事
業
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
坂
内
地
区
と
藤
橋
地
区
の
保

育
園
児
か
ら
一
般
ま
で
総
勢
五
十
一
名
の

参
加
が
あ
り
、
各
部
門
別
に
タ
イ
ム
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
坂
内
・
藤
橋
地
区
で
は
、一
月
か
ら
体
育

指
導
委
員
会
と
合
同
で
「
親
子
ス
キ
ー
教

室
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
ス
キ
ー
教

室
で
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に

発
揮
し
よ
う
と
、

果
敢
に
ポ
ー
ル

を
攻
め
て
い
ま

し
た
。

　
藤
橋
で
は
、
生
涯
学
習
教
室
と
し
て
「
ち

ぎ
り
絵
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大

垣
市
の
片
岡
喜
代
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

毎
月
一
回
（
第
四
火
曜
日
の
午
前
中
）
の

教
室
に
は
十
名
ほ
ど
の
受
講
者
が
参
加
を

し
、
季
節
に
あ
っ
た
題
材
を
そ
の
月
の
テ
ー

マ
と
し
て
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
二
月
は
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
「
ク

ロ
ッ
カ
ス
」
を

描
き
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
も

藤
橋
ち
ぎ
り
絵

教
室
は
継
続
す

る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
は
と

て
も
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
ま

す
。

おいしいケーキになぁれ♪
（お菓子づくりの光景より）

参加したみなさんでパチッ！
（閉講式の様子）
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平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
（
月
）、

岐
阜
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成
十

六
年
度
（
社
）
岐
阜
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
　通
常
総
会
」
に
お
い
て
、「
平
成
十

六
年
度
　
優
良
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員

知
事
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町
東
津

汲
の
大
西
政
美
さ
ん
が
、
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日

に
「
岐
阜
県
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
」

と
し
て
任
命
を
受
け
ら
れ
、
以
来
約
五
年

間
、
久
瀬
地
区
の
担
当
指
導
員
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
、
新
揖
斐
川
町
の

指
導
員
と
し
て
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、「
今
後
も
地
域

の
青
少
年
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
。」

と
、
ま
す
ま
す
の
意
欲
を
覗
か
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

坂
内
区
民
ス
キ
ー
大
会

盛
大
に
開
催
！

毎
月
の
教
室
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
！

〜
藤
橋
ち
ぎ
り
絵
教
室
〜

　
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次
の
方
々
で
す
。

Ａ
（
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部
）

　
重
綱
祥
平
君
（
坂
内
小
学
校
二
年
）

Ｂ
（
小
学
校
低
学
年
女
子
の
部
）

　
江
嵜
　
芙
さ
ん
（
坂
内
小
学
校
三
年
）

Ｃ
（
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部
）

　
広
瀬
恭
平
君
（
坂
内
小
学
校
五
年
）

Ｄ
（
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部
）

　
蔵
田
　
遥
さ
ん
（
坂
内
小
学
校
六
年
）

Ｅ
（
中
学
生
男
子
の
部
）

　
山
口
恵
治
君
（
坂
内
中
学
校
二
年
）

Ｆ
（
中
学
生
以
上
女
子
の
部
）

　
田
中
　
京
さ
ん
（
藤
橋
中
学
校
一
年
） 

Ｇ
（
壮
年
の
部
、
四
十
歳
以
上
）

　
澤
崎
哲
也
さ
ん
（
坂
内
川
上
地
区
）

Ｈ
（
青
年
の
部
、
四
十
歳
未
満
）

　
清
水
賢
二
さ
ん
（
坂
内
坂
本
地
区
）

Ｉ
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
）

　
小
森
陽
治
さ
ん
（
坂
内
諸
家
地
区
）

☆
男
子
ベ
ス
ト
ラ
ッ
プ
賞

　
山
口
恵
治
君
　
　
26
秒
68

☆
女
子
ベ
ス
ト
ラ
ッ
プ
賞

　
田
中
　
京
さ
ん
　
29
秒
29

子
ど
も
会
育
成
者
の
役
割

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
こ
と
が
ど
こ
で
で
も
話
題
に
な
る
現
在
、

子
ど
も
会
活
動
は
そ
の
原
点
に
位
置
付
く

重
要
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
研

修
を
生
か
し
て
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
活

動
が
よ
り
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

第
九
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催

　
四
月
二
日
（
土
）
〜
五
日
（
火
）
、
揖
斐

川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
、
揖
斐
川
市

場
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
谷
汲
総
合
運
動
場
、
久

瀬
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
、

「
第
九
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
全

国
各
地
か
ら
二
十
七
校
（
二
十
八
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
「
合
併
記
念
実
業
団
招

待
試
合
」
及
び
「
技
術
講
習
会
」
も
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
で
応
援
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
会
式
　
四
月
二
日（
土
）
十
一
時

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
ク
ラ
ン
ド

《
合
併
記
念
実
業
団
招
待
試
合
》

■
日
時
　
四
月
四
日（
月
）
九
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
デ
ン
ソ
ー
　Vs
　伊
予
銀
行

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

《
技
術
講
習
会
》

■
日
時
　
四
月
四
日（
月
）
十
一
時
三
十
分
〜

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

※
雨
天
時
は
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

　
（
雨
天
時
は
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
す
る
こ
と
）

※
天
候
の
都
合
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　
揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト･

バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
参
加
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
四
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

■
場
　
所
　
岡
島
ヤ
ナ
下
流
の
芝
生
広
場

■
参
加
資
格
　
高
校
生
以
上

■
参
加
費
　
1,
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
　
込
　
四
月
十
二
日
（
火
）
ま
で
に
、

健
康
広
場
ま
た
は
揖
斐
川
中

央
公
民
館
へ
お
申
込
く
だ
さ

い
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト･

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ル
ー

ル
は
ゴ
ル
フ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
羽
の

つ
い
た
ボ
ー
ル
を
、
パ
ラ
ソ
ル
を
逆
さ
に

し
た
よ
う
な
ホ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ク
ラ
ブ

で
思
い
切
り
飛
ば
す
、
手
軽
で
安
全
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、

運
動
不
足
の
方
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
橋
本
孝
市
（
２
２
‐

３
８
０
４
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
　
時
　
四
月
二
・
九
・
十
六
・

　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
・
三
十
日

 
 
 
 
 
午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

4月17日（日）は家庭の日　揖斐川町青少年育成町民会議

平
成
十
六
年
度
　優
良
青
少
年

育
成
推
進
指
導
員
知
事
表
彰

　
二
月
二
十
日
（
日
）、
垂
井
町
文
化
会

館
で
「
平
成
十
六
年
度
西
濃
地
区
子
ど
も

会
育
成
協
議
会
合
同
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
か
ら
も
十
数
名
の

育
成
者
の
代
表
が
参
加
し
、「
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
今
に
お
い
て
、
何
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
の
前
半
で
は
、（
財
）
岐
阜
県
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
上
級
指
導
者
で
あ
り

清
水
小
学
校
教
頭
、
野
崎
英
雄
先
生
の
「
子

ど
も
会
に
お
け
る
育
成
者
の
役
割
」
と
題

し
た
講
演
で
、「
体
験
の
中
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
」
た
め
に
必
要
な
こ
と
の
話

を
具
体
的
に
聞
き
ま
し
た
。
後
半
で
は
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
、「
ハ
ン

ド
ゲ
ー
ム
・
集
団
ゲ
ー
ム
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
・
折
り
紙
」
と
い
う
四
コ
ー
ス
の
実
習

を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
コ
ー

ス
に
お
い
て

も
「
楽
し
く

安
全
な
子
ど

も
会
活
動
」

を
重
視
し
た

活
動
の
仕
組

み
方
を
研
修

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

体
験
教
室「
手
良
子
家
」開
催

　
平
成
十
七

年
二
月
十
九

日
（
土
）
朝

十
時
よ
り
大

和
公
民
館
で

手
良
子
家
の

第
六
回
目
の

教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
会

員
の
三
名
の
方
を
講
師
に
招
き
、
参
加
し

た
親
子
が
手
作
り
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
手
作
り
お
や
つ
二
品
（
バ
ナ
ナ

ケ
ー
キ
・
お
ま
ん
じ
ゅ
う
）
は
一
時
間
く

ら
い
で
出
来
上
が
り
、
親
子
で
楽
し
く
試

食
を
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
『
手
良
子
家
の
閉
校
式
』
が

開
催
さ
れ
、
竹
中
館
長
さ
ん
か
ら
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
に
修
了
の
メ
ダ
ル
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て

い
ま
し
た
。

揖
斐
川
V
Y
S
会
員
募
集
！

　
揖
斐
川
V
Y
S
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ユ
ー

ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
／
有
志
青
年

社
会
奉
仕
家
）
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
高
校
生
中
心
の
団
体
で
、
福
祉
施
設
の

訪
問
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
学
生
V
Y
S
も
募
集
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、

ま
た
活
動
を
通
じ
て
友
達
を
増
や
し
た
い

方
は
、
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
に
て

随
時
入
会
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
・

体
育
施
設
（
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館
・

健
康
広
場
な
ど
）
に
設
置
し
て
あ
る
募
集

チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
の
V
Y
S
担
当
（
5
6
―

3
2
0
0
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
展
申
込
受
付
中
！

　
揖
斐
川
中
央
公
民
館
で
は
、一
階
・
二
階

ロ
ビ
ー
を
利
用
し
、
地
域
で
様
々
な
趣
味
に

励
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
発
表
の
場
と
し
て

「
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の

出
展
申
込
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
利

用

者
　
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
。

■
展
示
期
間
　
搬
入
・
搬
出
を
含
め
て
概

ね
二
週
間
で
す
。

■
展
示
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
ま
で

■
展
示
物
・
展
数
　
額
装
・
軸
装
、
パ
ネ
ル
、

壁
面
に
か
け
ら
れ
る
も
の
、

机
の
上
に
展
示
で
き
る
も
の
。

　
　
　
　
　
※
普
通
の
色
紙
額
な
ら
25
点

ま
で
展
示
可
能
で
す
。

■
費
　
　
用
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用
料
は
無

料
で
す
。
搬
入
・
搬
出
は
各

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
色
紙
額
と
写
真
額
（
ワ
イ
ド
四
つ
）
は
、

中
央
公
民
館
の
備
品
を
使
用
で
き
ま
す
。

借
用
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
申
込
受
付
は
揖
斐
川
中
央
公
民
館
窓
口

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
窓
口
に
て
お

申
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
の
お
申
込

受
付
も
可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐

川
中
央
公
民
館
（
2
2
―
1
1
2
0
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
二
月
二
十
六
日
（
土
）、
揖
斐
高
原
坂

内
ゲ
レ
ン
デ
で
、
坂
内
区
民
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
合

併
後
の
坂
内
公
民
館
初
め
て
の
事
業
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
坂
内
地
区
と
藤
橋
地
区
の
保

育
園
児
か
ら
一
般
ま
で
総
勢
五
十
一
名
の

参
加
が
あ
り
、
各
部
門
別
に
タ
イ
ム
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
坂
内
・
藤
橋
地
区
で
は
、一
月
か
ら
体
育

指
導
委
員
会
と
合
同
で
「
親
子
ス
キ
ー
教

室
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
ス
キ
ー
教

室
で
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に

発
揮
し
よ
う
と
、

果
敢
に
ポ
ー
ル

を
攻
め
て
い
ま

し
た
。

　
藤
橋
で
は
、
生
涯
学
習
教
室
と
し
て
「
ち

ぎ
り
絵
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大

垣
市
の
片
岡
喜
代
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

毎
月
一
回
（
第
四
火
曜
日
の
午
前
中
）
の

教
室
に
は
十
名
ほ
ど
の
受
講
者
が
参
加
を

し
、
季
節
に
あ
っ
た
題
材
を
そ
の
月
の
テ
ー

マ
と
し
て
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
二
月
は
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
「
ク

ロ
ッ
カ
ス
」
を

描
き
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
も

藤
橋
ち
ぎ
り
絵

教
室
は
継
続
す

る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
は
と

て
も
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
ま

す
。

おいしいケーキになぁれ♪
（お菓子づくりの光景より）

参加したみなさんでパチッ！
（閉講式の様子）
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窓口だより窓口だより
  末永くお幸せに…

  誕生おめでとう！

  おくやみ申し上げます

　　地　区 　　 夫 　　 妻

下　　　　町 野 口 傑 弘 若 園 美 香
溝　　　　尻 衣 斐 貴 廣 田﨑真由美
和 　 　 田  和 田 直 人 林 　 悦 子

　地　　　区 　お父さん お母さん 赤ちゃん

北 方 ７ 区 今 西 秀 樹 美紀子 優
ゆう

　斗
と

南　　　　方 片倉米一朗 千　種 一
かず

　暁
あき

西　若　松 井 口 雅 史 慎　子 愛
あい

　梨
り

北　新　町 原 　 忠 博 紀　子 秀
しゅう

　次
じ

下　　　　町 林 　 康 司 有里子 凜
りん

　佳
か

七　間　町 一 瀨 正 彦 亜弥子 正
しょう

　拳
けん

清　　　　水 瀧 瀬 雄 輝 智　美 晃
ひ

　玄
げん

上　　　　野 野 村 一 也 京　子 若
わか

　那
な

上　　　　野 藤 原 秀 二 あけみ 壮
そう

　矢
や

谷 汲 深 坂  田 中 和 美 千代里 舞
まい

　捺
な

谷 汲 名 礼  加 納 和 貴 真理子 大
たい

　輝
き

春 日 六 合  所 　 聖 仁 小百合 朔
さく

　矢
や

　地　　　区 　氏　　名 年齢
北 方 ２ 区 杉 山 喜 一 86
北 方 ２ 区 山岸きよ子 77
北 方 ６ 区 𠮷 田 良 定 86
南 　 　 方  大 西 武 夫 85
　　桂  太 田 義 彌 86
西　若　松  林　 わゑ 86
昭　和　町  小 森 勝 三 83
七　間　町 新 保 喜 男 75
七　間　町 小森八千代 91
前　　　　島 牧 村 造 78
浜 里 団 地 𠮷 田 重 春 80
野 　 　 中  若 山 髙 子 96
市 　 　 場  宇佐美一春 75
瑞　岩　寺  冨士井治郎 97
黒 　 　 田  岩井ふみゑ 84
和　　　　田 窪 田 　 勲 71
和　　　　田 窪 田 光 男 65
谷 汲 深 坂  安 藤 義 廣 56
谷 汲 深 坂  清 水 龍 男 76
谷 汲 岐 礼 不 破 康 男 73
谷 汲 長 瀬  長 屋 祐 吾 96
谷 汲 長 瀬  山本フサエ 74
谷 汲 神 原  古 野 き み 84
春 日 六 合  中 澤 定 夫 82
春 日 六 合  森　 ず子　　87
春 日 六 合  石 山 茂 一 62
春 日 川 合  坂口兼四郎 72
東　津　汲  増元きくゑ 89
西　津　汲  高 橋 勝 美 75
外　津　汲  土 屋 み わ 77

〈平成17年3月1日現在〉 対前月比

人　口 26,659人 － 52
　　男 12,806人 － 32
　　女 13,853人 － 20
世帯数 8,171世帯 － 5

順不同
敬称略

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて
「広報掲載申込書」をお出しください。

あたたかい善意

房島３区　牧 村 正 美
　　　　　　切り干し大根 1.8kg

北方３区　林 　 良 夫
　　　　　　水菜　14kg

北 岡 島　松 原 一 子
　　　　　　手編みベスト４枚

　　　　　ハッピー 21
　　　　　　雑　巾

房島３区　牧 村 正 美
　　　　　　切り干し大根 2.3kg

（敬称略）
平成17年 春の全国交通安全運動

４月６日（水）～４月15日（金）

4月はシートベルト・チャイルドシート着用強調月間です

地域ぐるみで守ろう こどもとお年寄り

子供と高齢者の交通事故を防止する
　・二輪車の安全利用を促進する　
　・シートベルトとチャイルドシートの正しい
　　着用を徹底する

運 動 の 重 点
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て

●
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

　

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
国（
社
会
保
険
庁
）か
ら
四
月

上
旬
に
平
成
十
七
度（
一
年
分
）の
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
金
融

機
関
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
納
付
書
に
は
、
納
付
案
内
書
、
口

座
振
替
申
出
書
、
前
納
納
付
書
（
一
年
分

用
／
六
カ
月
上
期
分
用
・
下
期
分
用
）、

各
月
分
納
付
書
（
平
成
十
七
年
四
月
分
〜

平
成
十
八
年
三
月
分
）
が
添
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
方

　

平
成
十
六
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
三
月
分
ま
で
は
学
生
納
付
特
例
期

間
と
な
り
ま
す
の
で
、
四
月
上
旬
に
平
成

十
七
年
四
月
分
か
ら
平
成
十
八
年
三
月

分
ま
で
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
引
き
続
き
学
生
で
平
成
十
七
年
四
月

分
以
降
も
学
生
納
付
特
例
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る
た
め

に
は
、
住
所
地
の
市
役
所
・
町
村
役
場

へ
毎
年
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
受

付
は
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
で
す
の

で
、
お
早
め
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、印
鑑
、在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

年
金
制
度
改
正
等
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が

順
次
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
を

三
月
号
に
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て

生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
基
礎

年
金
の
請
求
が
出
来
な
か
っ
た
障
害
者
の

方
を
対
象
と
し
た
、
福
祉
的
措
置
と
し
て

創
設
さ
れ
ま
す
。

◎
対
象
者

①
平
成
三
年
三
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
。

②
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚

生
年
金
、
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
）

の
配
偶
者
。

　

上
記
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で

あ
っ
て
、
そ
の
当
時
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が

あ
り
、現
在
、障
害
基
礎
年
金
の
一
、二
級

相
当
の
障
害
に
該
当
す
る
方
。た
だ
し
、六

十
五
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当

該
障
害
状
態
に
該
当
さ
れ
た
方
に
限
ら
れ

ま
す
。

◎
支
給
額

　

一
級
：
月
額
五
万
円　
　

　

二
級
：
月
額
四
万
円

※
支
給
額
は
、
毎
年
度
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
ご
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
支
給
が

全
額
ま
た
は
半
額
、
停
止
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◎
事
務（
受
付
）の
開
始
日

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

◎
ご
注
意

①
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。
請
求
が

遅
れ
た
場
合
に
は
、
遡
っ
て
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
五
月
分
か
ら
受
け
取
る
た

め
に
は
、
十
七
年
四
月
中
に
請
求
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
障
害
給
付
の
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状

況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
給
が
決
定

す
れ
ば
、
請
求
書
の
受
付
月
の
翌
月
ま

で
遡
っ
て
支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
・
社
会
保
険
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

　
　

大
垣
市
八
島
町
１
１
４

　
　

T
E
L
0
5
8
4

－

7
8

－

5
1
6
6

●
育
児
期
間
中
の
配
慮
措
置
が
拡
充
さ
れ

ま
す
（
厚
生
年
金
保
険
）

①
育
児
休
業
期
間
中
の
保
険
料
免
除
制
度

が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

子
ど
も
が
満
一
歳
に
達
す
る
ま
で
の
育

児
休
業
期
間
中
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
の
保
険
料
免
除
制
度
が
、
子
ど
も
が

満
三
歳
に
達
す
る
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

再
申
請
及
び
延
長
に
つ
い
て
は
、
事
業
主

を
通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

②
育
児
し
な
が
ら
勤
務
す
る
方
へ
の
配
慮

措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

三
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
た
め
、

勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
標
準
報

酬
月
額
（
給
与
等
、
会
社
か
ら
支
給
さ
れ

る
額
を
一
カ
月
平
均
し
た
額
）
が
低
下
し

た
場
合
は
、
事
業
主
を
通
じ
て
社
会
保
険

事
務
所
へ
届
出
を
行
え
ば
、
子
が
産
ま
れ

る
前
の
標
準
報
酬
月
額
の
ま
ま
で
あ
っ
た

と
み
な
し
て
、
将
来
の
年
金
受
取
額
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
措
置
が
創
設

さ
れ
ま
す
。（
保
険
料
は
増
え
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
二
年
間
ま
で
遡
っ
て
届
出
が
で

き
ま
す
の
で
、
平
成
十
七
年
四
月
以
降
に

該
当
す
る
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
会
社
を

退
職
し
た
場
合
も
、
直
接
、
社
会
保
険
事

務
所
へ
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
六
十
歳
代
前
半
の
在
職
老
齢
年
金
制
度

の
見
直
し

　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
し
て
い
る
六
十

歳
代
前
半
の
方
が
、
就
労
し
て
厚
生
年
金

保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
年

金
額
が
一
律
に
二
割
支
給
停
止
と
な
り
、

さ
ら
に
年
金
額
と
賃
金
の
額
に
応
じ
て
年

金
が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一

律
二
割
の
支
給
停
止
が
廃
止
さ
れ
、
年
金

額
と
賃
金
の
額
に
応
じ
た
支
給
停
止
の
み

と
な
る
仕
組
み
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、該
当
す
る
方
に
は
、年
金
額
が
改

定
さ
れ
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
、
六
月
中
旬

ま
で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
四
月
二
十
日
よ
り
旧
揖
斐
川
幼
稚
園

に
て
開
所
い
た
し
ま
す
。（
施
設
準
備
の

た
め
三
月
二
十
八
日
か
ら
四
月
十
九
日
迄

閉
所
）

四
月
の
活
動
予
定　

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

二
十
日（
水
）
開
所
式
・
お
話
ル
ー
ム

二
十
一
日（
木
）
０
歳
児
交
流
＆
育
児
相
談
日

二
十
六
日（
火
）
お
誕
生
会

二
十
七
日（
水
）
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
　
　
（
こ
い
の
ぼ
り
作
り
）

二
十
八
日（
木
）
一
・
二
・
三
歳
児
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＆
育
児
相
談
日

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
お
知
ら
せ
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水
道
料
金
な
ど
の
改
正
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

町
村
合
併
に
伴
い
、
水
道
事
業
経
営
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
以

降
の
水
道
料
金
を
左
記
の
と
お
り
改
定
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
．
水
道
料
金
に
つ
い
て 

　

旧
町
村
の
水
道
料
金
を
四
年
間
で
段
階

的
に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
は
二
ヶ
月
に
一
度
、
検
針
員

が
各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

そ
の
使
用
水
量
に
応
じ
た
金
額
を
算
出
し

て
請
求
し
ま
す
。

○水道料金表（基本料金：10㎥/月　超過料金：1㎥につき）

旧町村名
平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

揖斐川 700円 70円
700円 70円 700円 70円

700円 70円

谷　汲 600円 60円
春　日
久　瀬
藤　橋
坂　内

400円 40円 500円 50円 600円 60円

メーター口径 13mm 20mm 25mm 30mm 40mm 50mm 50mm超
メーター使用料 70円 100円 100円 260円 260円 800円 1,000円

※平成17年4月以降の水道料金は、上記の基本料金、超過料金
およびメータ使用料の合計額に消費税がかかります。

二
．
水
道
加
入
分
担
金
等
に
つ
い
て

　

新
規
に
水
道
を
利
用
さ
れ
る
方
に
加
入

金
と
し
て
左
記
の
金
額
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
新
規
に
水
道
を
引
く

場
合
や
水
道
管
増
設
・
修
理
等
に
は
、
揖

斐
川
町
指
定
給
水
工
事
店
に
ご
相
談
及
び

ご
依
頼
下
さ
い
。
指
定
給
水
工
事
店
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
毎
年
八
月
を
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
、
道
路
の
正
し

い
利
用
や
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
平
成
十
七

年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標

語
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
道
路
の

意
義
・
重
要
性
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

《
募
集
要
領
》

・
募
集
方
法

応
募
は
が
き
、
ま
た
は
官
製
は
が
き
一

枚
に
標
語
一
点
と
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
を
記
入
の

う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　

〒
1
0
2-

0
0
8
2

東
京
都
千

代
田
区
一
番
町
十
番
六
号
一
番
町
野
田

ビ
ル
五
階  

道
路
広
報
セ
ン
タ
ー　

平

成
17
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推

進
標
語
募
集
係 

行

・
応
募
期
間

　

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日（
木
）ま
で

　
（
当
日
必
着
）

・
応
募
部
門

　

学
生
の
部
（
小
学
生
か
ら
高
校
生
）、

　

一
般
の
部
（
左
記
以
外
）

優
秀
な
作
品
に
は
、
各
部
門
に
お
い
て

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
と
し
て

賞
状
、
盾
、
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

・
平
成
十
六
年
度
推
進
標
語　

最
優
秀
賞

  

「
あ
り
が
と
う 

今
日
も
明
日
も 

歩
く
道
」

・
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
道
路
局

道
路
交
通
管

理
課 

0
3-

5
2
5
3-

8
1
1
1
（
内
線

3
7
4
2
3
）

メーター口径 分担金

13mm 200,000円

20mm 250,000円

25mm 250,000円

30mm 300,000円

40mm 400,000円

50nn 500,000円

50mm超 750,000円

○加入分担金
　　　　（税込み）

○
水
道
工
事
手
数
料

　

設
計
審
査
手
数
料　

1,
0
0
0
円

　

工
事
検
査
手
数
料　

1,
0
0
0
円

三
．
こ
ん
な
時
は
お
届
け
を
！

　

左
記
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る
方
は
役
場

上
下
水
道
課
あ
る
い
は
各
振
興
事
務
所
の

水
道
係
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
名
義
変
更

　

揖
斐
川
町
に
転
入
・
転
出
の
際
や
、
名

義
人
死
亡
等
に
よ
る
名
義
変
更
の
場
合
に

必
要
で
す
。

　

特
に
転
入
・
転
出
・
転
居
の
際
に
お

届
け
が
な
い
と
、
転
入
し
た
の
に
請
求
が

来
な
い
、
転
出
・
転
居
し
た
の
に
以
前
の

使
用
先
の
分
ま
で
請
求
さ
れ
て
し
ま
う
な

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
り
ま
す
の
で
必

ず
お
届
け
願
い
ま
す
。

○
廃　
　

止

　

水
道
メ
ー
タ
ー
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る

場
合
に
必
要
で
す
。
な
お
、
廃
止
し
た
場

合
、
再
度
同
じ
箇
所
を
使
用
す
る
場
合
で

も
新
規
加
入
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

四
．
お
問
合
せ
先

　

詳
細
及
び
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
役
場
上
下
水
道
課
あ
る
い
は
お
住

ま
い
の
振
興
事
務
所
水
道
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

住　所 募集戸数 築年度 構　造 間取り 駐車場 家　賃 備　考

グリーンハイツ
長 瀬 谷汲長瀬929 1戸 平成 7年度 木造2階建て 3LDK 2台 32,800円～

特定公共
賃貸住宅

そ ら む き
町 営 住 宅 西津汲619 1戸 平成11年度

中層耐火構造
2階建て

1Ｋ（ワン
ルームタイ
プ　単身向）

1台 16,100円～
特定公共
賃貸住宅

川上町営住宅 坂内川上1402 1戸 平成11年度 木造2階建て 3LDK 1台 22,400円～
特定公共
賃貸住宅

東横山町営住宅 東横山1090-3 2 戸
昭和50年度
（平成8年度改築）

簡易耐火構造
2階建て

2ＤＫ 1台 9,600円～

西横山町営住宅 西横山440-2 2 戸 昭和50年度
簡易耐火構造
2階建て

2ＤＫ 1台 9,700円～

村上町営住宅 東横山892 1戸 昭和62年度 木造平屋建て 3ＤＫ 1台 11,900円～

■敷　　　金　　家賃の３ヶ月分
■入 居 条 件　　揖斐川町内に在住もしくは在勤に限る。ただし、特定公共賃貸住宅については
　　　　　　　　この条件はありません。　※その他所得要件あり　
■募 集 期 間　　４月１日～４月15日
■入居予定日　　平成17年５月 16日

　

詳
し
く
は
、揖
斐
川
町
役
場

基
盤
整
備

部

都
市
整
備
課（
℡
2
2-

2
1
1
1　

内
線

2
0
3
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ

平
成
十
七
年
三
月
一
日（
火
）〜
六
月
十
二
日（
日
）開
催
中
！

岐
阜
県
可
児
市「
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
」

　

花
の
都
ぎ
ふ
運
動
15
周
年
を
記
念
し
て

「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
」
が
岐
阜

県
可
児
市
の
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
に
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
４
日
間
の
会

期
中
、「
花
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
物
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
揖
斐
川
町
」
は
次
の
日
程
に
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
！

【
開
催
日
】
四
月
十
九
日（
火
）〜

　
　
　
　
　

二
十
一
日（
木
）の
三
日
間

【
開
催
場
所
】 

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
「
雅
」

【
催
し
物
】

○「
い
び
が
わ
フ
ェ
ス
タ
」

四
月
十
九
日（
火
）

谷
汲
踊
、揖
斐
お
ば
ば
太
鼓
、揖
斐
大
和
太
鼓

四
月
二
十
日（
水
）

春
日
太
鼓
踊
り
、久
瀬
東
津
汲
鎌
倉
踊
り

四
月
二
十
一
日（
木
）

　

藤
橋
権
現
太
鼓
、
坂
内
ホ
ウ
ロ
踊
り

　

各
保
存
会
の
皆
様
が
出
演
予
定
で
す
。

○「
ほ
か
ほ
か
お
も
て
な
し
」

　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
九
日
午
前
中
）

　

一
口
う
ど
ん「
地
獄
う
ど
ん
」を
無
料
配
布

○「
花
の
歌
フ
ェ
ス
タ（
町
予
選
）」

　

花
の
歌
フ
ェ
ス
タ
（
の
ど
自
慢
大
会
）

の
揖
斐
川
町
の
予
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

次
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先　
５
５

－

２
１
１
１（
商
工
観
光
課
）

朝
市
開
催
の
お
し
ら
せ

　
「
春
日
特
産
物
朝
市
」
を
四
月
か
ら
「
か

す
が
モ
リ
モ
リ
村
」
駐
車
場
に
お
い
て
再

開
し
ま
す
。
新
揖
斐
川
町
と
し
て
最
初
の

朝
市
の
始
ま
り
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
の
出
店
と
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
開
催
日
時

　
　

毎
月
第
三
日
曜
日（
四
月
〜
十
二
月
）

　
　

午
前
八
時
か
ら

・
開
催
場
所

　
　
「
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
」
駐
車
場

・
お
問
合
せ
先

　
　

春
日
特
産
開
発
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

0
5
8
5-
5
7-

2
1
1
1

　
　
（
春
日
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課
内
）

※
四
月
の
目
玉
商
品

　

菜
餅
、黒
米
餅
、赤
米
餅
、よ
も
ぎ
餅
等

　
「
第
五
回
く
ぜ
朝
市
」
が
四
月
二
十
四

日（
日
）朝
八
時
よ
り
、
久
瀬
振
興
事
務
所

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
産
の
農

林
産
物
、
特
産
品
、
花
木
等
を
販
売
し
ま

す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
開
催
予
定
日　

毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
〜
３
月
は
休
止

・
お
問
い
合
せ
先

　

  

久
瀬
振
興
事
務
所　

基
盤
整
備
課　

　
　

T
E
L
 5
4-

2
1
1
1(

内
線
27) 

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

　
　

あ
ま
ご
釣
り
大
会

　

第
八
回
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
あ
ま
ご
釣

り
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
あ
ま
ご
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

平
成
十
七
年
四
月
十
日（
日
）

　
　
　
　
　

受
付（
当
日
の
み
）：
午
前
六
時
〜
、

　
　
　
　
　

競
技
：
午
前
七
時
〜

会　
　

場　

揖
斐
川
町
春
日
川
合

　
　
　
　
　
　
（
古
屋
方
面　

長
谷
川
）

参
加
料　

一
般
の
部　

２
，５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
供
の
部　
　

５
０
０
円

お
問
合
せ
先　

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
あ
ま
ご

　
　
　
　
　

釣
り
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

T
E
L

0
5
8
5-

5
8-

3
5
6
6

　
　
　
　
　
（
春
日
商
工
会
）

徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
受
付
員（
説
明
員
）

民
具
資
料
の
整
理
員
・
資
料
収
集
員
募
集

　

平
成
十
七
年
五
月
か
ら
徳
山
民
俗
資
料
収

蔵
庫
で
働
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
付
員

・
業
務
内
容　

接
客
業
務（
入
場
券
の
販
売
、

施
設
の
案
内
な
ど
の
接
客
対

応
）、利
用
料
・
利
用
者
数
の
日

集
計
、施
設
の
清
掃
作
業
な
ど

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
応
募
資
格　

年
齢
七
十
歳
未
満

・
雇
用
期
間　

平
成
十
七
年
五
月
一
日
か
ら

十
一
ヶ
月
間

・
給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る
時
給

・
勤
務
時
間　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日

　
　
　
　
　
　

五
月
〜
十
月　

午
前
九
時

三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

　
　
　
　
　
　

十
一
月
〜
三
月　

午
前
九
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
十
五
分

・
勤
務
日
時　

応
相
談

●
民
具
資
料
の
整
理
員

・
業
務
内
容　

民
具
資
料
の
掃
除

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
応
募
資
格　

健
康
な
方
に
限
り
ま
す

・
雇
用
期
間　

平
成
十
七
年
五
月
一
日
か
ら

十
一
ヶ
月

・
給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る
時
給

・
勤
務
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
十
五
分

・
勤
務
日
数　

応
相
談

●
資
料
収
集
員

・
業
務
内
容　

教
育
関
係
の
資
料
収
集

・
募
集
人
員　

一
名

・
応
募
資
格　

教
育
行
政
経
験
者

・
雇
用
期
間　

平
成
十
七
年
五
月
一
日
か
ら

十
一
ヶ
月

・
給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る
時
給

・
勤
務
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
十
五
分

・
勤
務
日
数　

月　

四
・
五
日
間

　

各
募
集
と
も
平
成
十
七
年
四
月
八
日
ま
で

に
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
徳
山
民
俗
資
料
収

蔵
庫
担
当
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

T
E
L
５
２

－

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

藤
橋
菜
園
付
き
簡
易
宿
泊
施
設

ワ
ン
ダ
農
園
雇
員
募
集

　

藤
橋
地
区（
西
横
山
）の
ワ
ン
ダ
農
園
で
働

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

・
勤
務
場
所　

西
横
山
地
内　

ワ
ン
ダ
農
園

・
主
な
業
務
内
容　
施
設
の
維
持
管
理
、施
設
の

掃
除
、草
刈
、野
菜
作
り
の
指

導
、体
験
コ
ー
ナ
ー
の
手
伝
い

・
募
集
人
数　

三
名
程
度

・
勤
務
期
間　

平
成
十
七
年
五
月
〜
平
成
十

七
年
十
二
月
ま
で

・
勤
務
日
数　

月　

十
日
〜
十
五
日
程
度

・
勤
務
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で

・
給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る
時
給

　

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は　

藤
橋

振
興
事
務
所　
基
盤
整
備
課　
T
E
L
5
2

－

2
1
1
1（
内
線
1
6
1
）ま
で
。

　

申
し
込
み
期
限
は
四
月
二
十
八
日
ま
で
。

第
十
八
回
谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り

　

今
年
で
十
八
回
を
迎
え
る
谷
汲
さ
く
ら

ま
つ
り
が
咲
き
誇
る
さ
く
ら
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

四
月
十
日（
日
）
午
前
九
時
か
ら

【
開
催
場
所
】
谷
汲
門
前
駐
車
場

【
催
し
物
】

谷
汲
踊
り
の
上
演
・
特
産
品
の
販
売
・

バ
ザ
ー
・
餅
ま
き
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

谷
汲
観
光
協
会  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５

－

２
０
２
０


